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ご
あ
い
さ
つ

今
年
も
田
畑
の
実
り
が
お
い
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
紅
葉
へ
と
山

肌
が
真
赤
に
染
ま
る
季
節
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

校
友
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く
ご
健

勝
と
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
事
と
察
し
て
お

り
ま
す
。

日
本
各
地
で
は
、
台
風
、
豪
雨
災
害
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
事
が
多
く
、
被
災
し

た
地
域
、
皆
様
に
は
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

夏
に
は
、
校
友
の
皆
様
が
待
ち
に
待
っ
た

硬
式
野
球
部
の
９
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
が

叶
い
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、
ノ
ー
シ
ー
ド

で
一
戦
、
一
戦
苦
し
み
な
が
ら
も
勝
ち
上
が

り
実
力
を
付
け
、
甲
子
園
で
17
年
ぶ
り
の
初

戦
突
破
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
重
に
皆
様
方

の
応
援
の
賜
物
で
す
。
甲
子
園
出
場
に
際
し

て
は
多
く
の
寄
付
金
を
頂
き
大
変
感
謝
す
る

次
第
で
す
。

ま
た
、
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
は
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
団
体
戦
で
準
優
勝
す
る

快
挙
を
な
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
17
部
活
が

全
国
大
会
に
出
場
し
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

校
友
会
で
は
、
甲
子
園
出
場
に
際
し
て
初

め
て
の
試
み
で
応
援
バ
ス
を
出
し
た
と
こ
ろ

大
勢
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
校
友
会
あ
り
き
」
が
見
え
、
文
化
祭
で

は
、
恒
例
の
綿
あ
め
と
新
規
に
文
化
祭
実

行
委
員
会
と
女
性
部
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

フ
ー
ド
レ
ス
（
も
っ
た
い
な
い
運
動
）
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
松
本
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

１
５
０
人
に
及
ぶ
ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い
て
九

州
被
災
地
義
援
金
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
を

行
い
、
参
加
者
の
皆
様
よ
り
10
万
8
千
円
の

義
援
金
を
頂
き
ま
し
た
。

女
性
部
に
お
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
松
本
マ
ラ
ソ
ン
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

青
年
部
に
お
い
て
は
、「
松
商
校
友
の
店
」

の
復
活
を
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
と
こ
ろ
ま

で
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
色
々
な
行
事
等
あ

り
ま
し
た
が
、
主
だ
っ
た
活
動
の
一
部
と
し

ま
す
。

学
年
・
支
部
活
動
の
取
り
組
み
、
各
部
活

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
と
の
関
わ
り
方
も
深
め
、

校
友
の
皆
様
の
身
近
な
校
友
会
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
校
友
会
活
動
が
皆
様
方
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
学
校
運
営
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
校
友
の
皆
様
方
に
は
ご
健
康

と
ご
多
幸
、
更
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
も
深
ま
り
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
近

況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、挨
拶
に
代
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
４
月
４
日
に
468
名
の
新
入

生
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。募
集
定

員
440
名
の
と
こ
ろ
前
期
選
抜
で
の
推
薦
入
学

者
が
382
名
あ
り
、昨
年
同
様
に
後
期
選
抜
が
狭

き
門
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、で
き
る

だ
け
多
く
の
合
格
者
を
出
す
と
い
う
方
針
で

選
抜
を
行
い
、結
果
と
し
て
定
員
よ
り
28
名
多

い
入
学
者
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
、６
月
は
中
信
総
体
、県
総
体
と
運
動
部

の
大
会
が
続
き
ま
す
。今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
テ
ニ
ス
、陸
上
、柔
道
、空
手
、卓
球
、ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
７
ク
ラ

ブ
と
な
ぎ
な
た
で
72
名
が
出
場
し
ま
し
た
。７

月
６
日
の
壮
行
会
で
は
、こ
れ
に
世
界
大
会
へ

出
場
す
る
ス
キ
ー
の
前
田
さ
ん
、水
泳
の
中
東

さ
ん
、空
手
の
金
森
く
ん
、北
澤
く
ん
と
久
我
さ

ん
が
加
わ
り
、全
国
大
会
に
出
場
す
る
バ
ト
ン

部
、放
送
部
、棋
道
部
、全
国
総
文
祭
出
場
の
写

真
部
の
城
戸
さ
ん
、全
国
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
出

場
の
腰
原
く
ん
も
入
っ
て
総
勢
111
名
、大
講
堂

の
ス
テ
ー
ジ
が
選
手
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
硬
式
野
球
部
が
県
大
会
で
優
勝
、

９
年
ぶ
り
の
夏
の
甲
子
園
出
場
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。そ
の
後
の
健
闘
は
み
な
さ
ん
ご
存
知

の
と
お
り
で
す
。今
年
の
吹
奏
楽
部
と
バ
ト
ン

部
は
大
活
躍
で
し
た
。野
球
の
県
大
会
に
は
３

回
戦
か
ら
連
日
の
応
援
、会
場
が
松
本
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
大
変
で
す
。７
月
末
に

は
全
国
総
文
祭
の
パ
レ
ー
ド
参
加
で
仙
台
へ
、

帰
っ
て
く
る
と
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
レ
ー
ド
、息
つ
く
暇
な
く
甲
子
園
へ
と

獅
子
奮
迅
の
働
き
で
し
た
。

８
月
、野
球
の
抽
選
会
当
日
、イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
テ
ニ
ス
女
子
団
体
が
準
優
勝
と
い
う
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。団
体

戦
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
す
。そ
の
他
の
入
賞

者
は
、テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
で
川
島
、笠
原
ペ
ア
が

ベ
ス
ト
４
、や
り
投
げ
の
湯
本
さ
ん
が
７
位
、

ウ
ェ
イ
ト
の
原
く
ん
が
７
位
、バ
ト
ン
部
が
メ

ジ
ャ
ー
レ
ッ
ト
部
門
で
３
位
、放
送
部
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
で
６
位
、

全
国
総
文
祭
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
丸
山
さ
ん

が
優
秀
賞
、デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
200
ｍ
背
泳
ぎ
で

中
東
さ
ん
が
６
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。こ
う

し
た
活
躍
が
刺
激
に
な
っ
た
の
か
、甲
子
園
で

は
土
浦
日
大
を
破
っ
て
１
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。

２
学
期
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
松
商
祭
で
す
。

今
年
は
甲
子
園
効
果
も
あ
っ
て
来
客
の
多
い

こ
と
、連
日
押
す
な
押
す
な
の
大
盛
況
で
し

た
。10
月
に
入
る
と
国
体
が
始
ま
り
ま
す
。今

年
は
陸
上
、テ
ニ
ス
、新
体
操
、ウ
ェ
イ
ト
、卓

球
、空
手
、な
ぎ
な
た
、セ
ー
リ
ン
グ
で
17
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

松
商
86
回
卒
業
生
か
ら
卒
業
30
年
の
記
念

品
と
し
て
、大
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。松
商
カ
ラ
ー
の
緑
を

基
調
と
し
た
気
品
の
あ
る
見
事
な
ス
テ
ー
ジ

幕
で
す
。講
堂
で
の
式
典
の
折
に
は
格
調
高
い

雰
囲
気
を
演
出
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
学
校
の
近
況
を
お
話
し
し
ま
し

た
。校
友
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

願
い
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
近
況
報
告
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平成28年度決算報告書・平成29年度予算書 決算：自　平成 28 年４月１日・至　平成 29 年３月 31 日
予算：自　平成 29 年４月１日・至　平成 30 年３月 31 日

【一般会計】

（単位：円）

（単位：円）
科  　 目 H28年度決算額 H29年度予算額

前 年 度 繰 越 金 348,995 444,075

維 持 年 会 費 608,000 700,000

総 会 費 593,000 700,000

預 金 利 息 4 10

校 友 の 店 入 会 金 0 1,050,000

雑 収 入 365,000 500,000

入会金（終身会計）繰入 8,810,125 9,000,000

合　計 10,725,124 12,394,085

科  　 目 H28年度決算額 H29年度予算額

総 会 費 1,139,962 1,400,000

会 議 費 335,090 350,000

会 報 発 行 費 1,397,425 1,500,000

委 員 会 活 動 費 114,302 100,000

組 織 活 動 費

支 部 助 成 金 363,512 400,000

連携・支援事業助成金 593,498 600,000

校友の店ＨＰ作成料 0 1,050,000

特 別 活 動 奨 励 金 828,000 900,000

卒 業 記 念 品 365,040 320,000

慶 弔 費 238,744 300,000

事 務 委 託 費 960,000 960,000

事 務 局 費 288,779 300,000

通 信 費 261,317 260,000

旅 費 61,110 30,000

リ ー ス 料 132,300 132,300

振 込 手 数 料 20,790 30,000

連 合 会 負 担 金 50,000

予 備 費 711,785

校 友 会 奨 学 金 3,181,180 3,000,000

次 年 度 繰 越 金 444,075

合　計 10,725,124 12,394,085

収入

支出

平成２９年５月２７日（土）午後３時３０分よりホテルブ
エナビスタにおいて、平成２９年松商学園高等学校校友会
総会及び懇親会が多数のご来賓と校友のご出席を頂き盛大
に開催されました。平成２８年度決算・平成２９年度予
算・平成２９年度事業計画につき承認されました。次のと
おりご報告致します。

【入会金会計（終身会計）】
（単位：円）

科  　 目 H28年度決算額 H29年度予算額

前 年 度 繰 越 金 14,787,489 16,739,853

入 会 金（ 在 校 生 ） 10,458,000 9,360,000

入 会 金（ 卒 業 生 ） 360,000 200,000

預 金 利 息 55,155 52,000

合　計 25,660,644 26,351,853

収入

科  　 目 H28年度決算額 H29年度予算額

一 般 会 計 へ 繰 出 8,810,125 9,000,000

入 会 金 返 金 100,000 120,000

振込手数料（返金分） 216 0

振 込 手 数 料 10,450 1,300

次 年 度 繰 越 金 16,739,853 17,230,553

合　計 25,660,644 26,351,853

支出 （単位：円）

平成29年 総会
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平成29年11月15日

平成29年度…事業計画

平成 30 年　松商学園高等学校校友会総会のご案内
期　日：平成30年5月２６日（土）　　総……会：午後3時30分　　懇親会：午後5時
会　場：ホテルブエナビスタ（松本市本庄１−２−１　電話 0263-37-0111）
当番幹事： 穂高支部と卒業回数下一桁５（６５・７５・８５・９５） 回の皆様、 

ご協力をお願い致します。

4月
松商学園高等学校入学式・開校記念式典
会計監査
組織活動委員会（女性部）

5月

組織活動委員会
常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議
平成29年度定期総会・懇親会
三役会

6月
三役会（ゴルフ大会の運営企画などについて）
校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第1回懇談会

7月

常任役員会
組織活動委員会
組織活動委員会（女性部／青年部）
事業活動委員会（ゴルフ大会）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金贈呈式

8月
組織活動委員会（女性部／青年部）
事業活動委員会
松商祭への協力

9月
第23回松商学園高等学校校友会ゴルフ大会開催

（穂高カントリークラブ）平成29年9月2日(土)
事業活動委員会

10月
三役会
事業活動委員会（校友会報発行）
総務企画委員会

11月 常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議

12月
三役会
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金贈呈式

H30. 
1月

常任役員会

2月 校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第2回懇談会

3月
事業活動委員会
卒業生への記念品贈呈(証書ホルダー）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金贈呈式

◆ 支  部  会 ◆
・平成29年 6月17日 京浜校友会総会 アルカディア市ヶ谷
・平成29年 6月24日 南信支部定期総会 かたくら諏訪湖ホテル
・平成29年11月11日 穂高支部総会 穂高神社参集殿

◆ 学  年  会 ◆
・平成28年11月12日 第８５回生卒業３０周年記念式典 ホテルブエナビスタ
・平成29年 2月18日 第７４回卒還暦同窓会 松本東急ＲＥＩホテル
・平成29年 4月17日 第５１回生同窓会 みやま荘
・平成29年6月20-21日 第５９回２組 ホテルおもと
・平成29年 7月 8日 第６５回生「古希の会」 松本東急ＲＥＩホテル
・平成29年 7月11日 第６０回７組 和泉荘
・平成29年 7月20日 校友会選出評議委員と三役の懇談会 百老亭

校友会支部・学年会活動報告
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「
九
州
被
災
地
義
援
金
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
も
行
い
ま
し
た
。

■ 協賛者一覧（敬称略）■
・小山はかり工場	 小山　直子様	 75回
・㈱ヒューテック	 伊藤　昌志様	 81回
・ゴルフウエイ様	
・㈱コクエイ	 荒井　達雄様	 86回
・㈱松本山雅	 大月　弘士様	 83回
・穂高カントリークラブ様	
・㈱信濃グランセローズ様	
・㈲清水製麺所	 清水　克海様	 83回
・福岡　進様	 65回
・山﨑精一商店	 山﨑　修一様	 70回
・五光建設㈱	 太田　亮三様	101回
・大伸土木㈱	 古川　　誠様	 85回
・㈱藪内組	 草間　結衣様	114回

・学校法人松商学園常務理事	 藤原　一二様	 48回
・学校法人松商学園常務理事	 髙山　一栄様	 56回
・学校法人松商学園常務理事	 村瀬　直美様	 68回
・学校法人松商学園法人事務局長	 小倉　宗彦様	
・松本大学同窓会会長	 小島　恵子様	
・硬式野球部OB会顧問	 丸谷　義一様	 60回
・松商学園高等学校校友会会長	 中平　寿文様	 67回
・松商学園高等学校校友会副会長	 鳥居とし子様	 69回
・松商学園高等学校校友会副会長	 田内　光一様	 69回
・松商学園高等学校校友会副会長	 丸山　正芳様	 72回
・松商学園高等学校校友会副会長	 横山　正志様	 75回
・ゴルフパートナー松本西店	 小石　雅之様	101回
・㈱恩田地建	 恩田　弘志様	 70回

校
友
会 

ゴ
ル
フ
大
会

松
商
学
園

高
等
学
校

第23回
去
る
平
成
29
年
9
月
2
日（
土
）、
第
23
回
松

商
学
園
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
昨
年
に
引
き

続
き
名
門
コ
ー
ス
穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

於
い
て
、
42
組
1
5
3
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
心
配
さ
れ
て
い
た
台
風
接
近
も
大

事
な
く
、
良
好
な
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
大
会
開
催
と
な
り
ま
し

た
。ス

タ
ー
ト
に
際
し
例
年
の
ご
と
く
、
各
組
ご

と
の
記
念
撮
影
も
行
わ
れ
、
よ
り
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
後
日
参
加
者
全
員
に
記
念
写

真
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
も
ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
松

本
西
店
様
の
協
賛
を
頂
き
、
受
付
に
於
い
て

テ
ィ
の
掴
み
取
り
、
そ
し
て
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス
12

番
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
於
い
て
九
州
被
災
地
義

援
金
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
ワ
ン
オ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、
賞
金
10
万
円
の
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
の
獲
得
者
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、1
0
0
名
以
上
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
義
援
金
と
校
友
会
総
会
時
の

寄
付
金
と
合
計
額
15
万
円
を
10
月
6
日
に
松
本

市
を
通
じ
て
九
州
被
災
者
の
方
々
に
、
お
送
り

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
、
個
人
戦
で
、

牛
山
哲
夫
さ
ん（
78
回
卒
）、
が
優
勝
し
、
団
体

戦
で
は
塩
尻
支
部
、
学
年
対
抗
戦
で
は
67
回
卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

中
平
寿
文
校
友
会
会
長
よ
り「
校
友
会
会
長
杯
」

「
松
商
学
園
理
事
長
杯
」及
び
大
型
最
新
テ
レ
ビ

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
協
賛
者
か
ら
の
賞
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
下
記
協
賛
一
覧
参
照
）

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
本
大
会
に
ご
参
加
・

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
の
皆
様
は
じ

め
、
大
会
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
事
業
活

動
委
員
会
、
校
友
会
女
性
部
の
皆
様
、
そ
し
て

開
催
コ
ー
ス
の
穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
賞
金
・
グ
ッ

ズ
等
数
々
の
賞
品
を
提
供
し
て
頂
い
た
ゴ
ル
フ

パ
ー
ト
ナ
ー
西
松
本
店
様
、
取
材
に
来
て
頂
い

た
市
民
タ
イ
ム
ス
様
、
協
賛
を
頂
き
ま
し
た
校

友
会
役
員
・
企
業
の
皆
様
に
愛
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。

次
回
大
会（
2
0
1
8
年
9
月
1
日
予
定
）に

向
け
、
よ
り
多
く
の
校
友
会
の
皆
様
に
ご
参
加

頂
き
ま
す
様
、絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

松
商
学
園
校
友
会
副
会
長

�

事
業
委
員
長 

丸
山
正
芳（
72
回
卒
）

■
成
績 

■

個
人
戦
（
参
加
１
５
３
名
）

優　

勝

牛
山
哲
夫

78
回

準
優
勝

上
條　

正

67
回

第
3
位

太
田
義
之

77
回

第
4
位

神
村　

卓

59
回

第
5
位

牛
山　

定

67
回

第
6
位

犬
飼
信
雄

67
回

第
７
位

続
木
良
博

82
回

第
8
位

下
里
英
文

豊
科
72

第
９
位

鈴
木
寛
典

68
回

第
10
位

後
藤
昌
弘

60
回

Ｂ
・
Ｇ
賞

犬
飼
信
雄

67
回

団
体
戦
（
学
年
対
抗
）

優　

勝

67
回
卒

準
優
勝

77
回
卒

第
3
位

75
回
卒

団
体
戦
（
支
部
対
抗
）

優　

勝

塩
尻
支
部

準
優
勝

豊
科
支
部
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平成29年11月15日

試
を
「
学
校
推
薦
型
選
抜
」
と
称
し
、
Ａ

Ｏ
は
出
願
時
期
を
１
ヶ
月
、
推
薦
入
試
は

発
表
時
期
を
１
ヶ
月
遅
く
す
る
こ
と
、
学

力
評
価
（
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
口
頭
試
問
・
実
技
・
教
科
お
よ
び
科

目
に
関
す
る
テ
ス
ト
・
資
格
検
定
試
験
の

成
績
な
ど
、又
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
）

の
少
な
く
と
も
１
つ
の
活
用
を
必
須
化
す

る
。

•
一
般
入
試
に
お
い
て
は
調
査
書
・
志
願
者

本
人
の
記
載
す
る
資
料
（
エ
ッ
セ
イ
・
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
成
果
に
関
す
る
資

料
な
ど
）
の
積
極
的
な
活
用
→
「
活
動
報

告
書
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
発
表
が
あ
る

•
調
査
書
に
関
し
て
、
枚
数
制
限
の
撤
廃
、

指
導
上
の
参
考
と
な
る
諸
事
項
の
記
載
欄

の
充
実

•
推
薦
書
に
関
し
て
、
学
力
の
３
要
素
に
関

す
る
記
載
の
必
須
化

本
校
の
こ
れ
か
ら
の�

�

教
育
体
制
構
築
へ
の
方
向
性

近
年
、
様
々
な
高
等
学
校
で
教
育
改
革
へ

の
動
き
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
特

に
選
抜
機
能
が
高
い
大
学
へ
生
徒
が
進
学

す
る
高
等
学
校
（
い
わ
ゆ
る
進
学
校
）
で

は
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
取
り

組
み
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
取
り
組

み
や
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
導

入
、
探
究
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
、
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
実
践
で
す
。
長
野
県

に
お
い
て
も
県
立
高
校
で
こ
の
よ
う
な
動
き

高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
ま
と
め

第
１
次
安
倍
内
閣
時
代
に
提
唱
さ
れ
た
教

育
再
生
の
ひ
と
つ
の
柱
が
、
大
学
改
革
お

よ
び
大
学
入
試
改
革
で
し
た
。
教
育
再
生

会
議
で
の
議
論
が
教
育
再
生
実
行
会
議
へ

と
続
き
、
中
央
教
育
審
議
会
で
の
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
12
月
22
日
の
「
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け

た
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学

者
選
抜
の
一
体
的
改
革
に
つ
い
て
～
す
べ
て

の
若
者
が
夢
や
目
標
を
芽
吹
か
せ
、
未
来
に

花
開
か
せ
る
た
め
に
～
」
な
る
答
申
に
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
で
は
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
度
に
改
正
さ
れ
た
学
校
教

育
法
に
定
め
ら
れ
た
「
学
力
の
三
要
素
」
に

示
さ
れ
た
「
確
か
な
学
力
」
が
明
確
化
さ
れ
、

大
学
入
試
に
新
た
な
テ
ス
ト
を
設
計
し
、
大

学
お
よ
び
高
等
学
校
の
教
育
内
容
・
指
導
方

法
お
よ
び
評
価
方
法
を
大
き
く
見
直
す
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
入
っ
た

文
部
科
学
省
の
審
議
会
で
あ
る
高
大
接
続
シ

ス
テ
ム
会
議
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

3
月
に
最
終
報
告
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
平
成
33
（
２
０
２
１
）
年
度
大
学

入
試
に
向
け
た
改
革
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た

後
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
8
月
に
進
捗

状
況
の
報
告
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
提
示
と
問
題

お
よ
び
評
価
の
方
向
性
の
提
示
）
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
5

月
に
プ
レ
テ
ス
ト
の
結
果
分
析
も
含
め
た
進

捗
状
況
の
発
表
が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

報
道
で
は
「
セ
ン
タ
ー
試
験
の
変
更
」
と

い
う
側
面
が
大
き
く
扱
わ
れ
、
国
語
お
よ
び

数
学
の
記
述
式
問
題
の
出
題
と
、
英
語
の
４

技
能
評
価
の
民
間
検
定
利
用
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
改
革
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
セ
ン
タ
ー
試
験
の
変
更
」
に

留
ま
ら
な
い
内
容
が
多
い
た
め
、
高
校
と
し

て
授
業
改
革
・
教
育
課
程
変
更
と
意
識
改
革

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

直
近
の
情
報
提
供
は
、
英
語
の
４
技
能
評
価

に
関
し
て「
民
間
検
定
の
み
を
利
用
す
る
か
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
出
題
す
る
テ
ス
ト
を

並
行
実
施
す
る
か
」
で
、「
並
行
実
施
」
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
結
果
と

し
て
示
さ
れ
た
、
新
た
な
入
試
制
度
の
概
略

を
示
し
ま
す
。
こ
の
入
試
制
度
は
、
平
成
34

（
２
０
２
２
）
年
度
よ
り
年
次
進
行
で
実
施

さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
議
論
の

土
台
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
大
接
続
改
革
の
要
点
は
、「
高
校
生
の

た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」、「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」、「
大
学
入
試
実
施
要
綱
の
見
直

し
」
の
３
点
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
そ
の
ポ

イ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。

①�

高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断�

（
旧
称��

高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
）

•
民
間
の
試
験
等
を
認
定
す
る
仕
組
み
を
構

築
•
測
定
ツ
ー
ル
の
活
用
を
通
じ
て
基
礎
学
力

の
習
得
と
学
習
意
欲
の
喚
起
に
繋
げ
る

•
報
告
書
に
お
い
て
、
高
校
の
評
定
平
均
値

に
つ
い
て
、「
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
と

は
性
格
が
異
な
り
…
…
あ
く
ま
で
高
等
学

校
の
学
習
成
績
を
全
体
的
に
把
握
す
る
上

で
の
一
つ
の
目
安
」
で
あ
る
が
、「
従
来

の
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
や
高
等
学
校
教
育
に

お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割
」
が
大
き
い

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
平
成

32
（
２
０
２
０
）
年
度
よ
り
「
評
定
平
均

値
」
の
呼
称
を
「
学
習
成
績
の
状
況
」
に

改
め
る
こ
と
、
平
成
36
（
２
０
２
４
）
年

度
よ
り
次
期
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
変

更
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を
検
討

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
直
し
に
は

「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
結
果
を
調
査
書

に
記
載
し
、
入
試
等
に
利
用
す
る
将
来
構

想
へ
の
含
み
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

②�

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト�

（
旧
称��

大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
）

•
国
語
・
数
学
で
の
記
述
式
問
題
の
導
入

•
英
語
４
技
能
評
価
で
は
民
間
の
検
定
を
利

用
す
る

•
将
来
的
に
は
理
科
・
地
歴
公
民
で
も
導
入

を
検
討
す
る

③
大
学
入
試
実
施
要
綱
の
見
直
し

•
Ａ
Ｏ
入
試
を
「
総
合
型
選
抜
」、
推
薦
入
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が
見
ら
れ
、
長
野
県
教
育
委
員
会
も
探
究
型

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
を
強
く
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
立
高
校
に
お
い
て
も
新
た

に
探
究
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
標
榜
す
る
コ
ー

ス
を
設
置
す
る
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
導
入
を
掲
げ
る
な
ど
の
改
革
の
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

本
校
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
時

代
の
要
請
に
応
え
た
教
育
を
提
供
す
べ
く
、

教
育
内
容
の
再
構
築
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
「
受
験
の
た
め

の
教
育
や
閉
じ
ら
れ
た
同
質
性
の
高
い
集
団

へ
の
教
育
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
」
と
、「
一

定
の
知
的
な
能
力
を
担
保
す
る
」
の
２
点

に
留
意
し
、
極
力
偏
り
な
き
教
育
活
動
を
展

開
す
る
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
特
定
の
科
・
コ
ー
ス
に
特
別
に
教
育
資

源
を
投
下
す
る
の
で
は
な
く
、
本
校
で
学
ぶ

全
て
の
生
徒
に
一
定
の
知
的
能
力
を
獲
得
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
上
で
、
探
究
的

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
持
つ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
予
定
で
す
。
特
に
基

礎
力
を
「
言
語
活
動
と
表
現
」、「
論
理
的
思

考
力
・
批
判
的
思
考
力
の
修
得
」
と
捉
え
、

そ
の
上
に
「
自
律
し
て
活
動
で
き
る
力
」
の

獲
得
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
上

で
、探
究
的
な
活
動
に
向
か
い
ま
す
。
現
在
、

計
画
し
て
い
る
具
体
的
な
教
育
活
動
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
学
び
の
基
礎
診
断
に
向
け
て

•
本
校
で
は
本
年
度
か
ら
「
ス
タ
デ
ィ
サ

ポ
ー
ト
（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）」

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
軸

に
基
礎
学
力
習
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

•「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
計
画
利

用
で
基
礎
学
力
を
高
め
る
。
例
え
ば
、 

「
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
動
画
を
視
聴
し
、

問
題
に
取
り
組
む
時
間
を
設
定
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

②
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て

•
記
述
式
問
題
へ
の
対
応
は
、
知
識
の
習
得

に
加
え
て
思
考
力
・
判
断
力
と
表
現
力
の

育
成
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

力
の
育
成
に
は
言
語
活
動
の
充
実
が
必
須

と
な
る
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
視
点
か
ら
の
授
業
展
開
を
実
施
す
る
。

•
具
体
的
に
は
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
各

学
期
１
回
、
Ａ
Ｌ
視
点
か
ら
の
授
業
を
計

画
的
に
実
施
す
る
。

•
英
語
４
技
能
テ
ス
ト
に
対
応
す
る
た
め
、

特
に
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
たO

ST

（O
nline 

Speaking T
raining

）
の
実
施
、
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
全
生
徒
に
英
語
検
定
試

験
の
一
つ
で
あ
る
「GT

EC

」
の
受
験
を

義
務
づ
け
る
。

③
大
学
入
試
実
施
要
綱
の
見
直
し
に
向
け
て

•
一
般
試
験
に
お
い
て
も
生
徒
本
人
が
志
望

理
由
書
や
活
動
報
告
書
を
執
筆
す
る
必
要

が
あ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
。
従
っ
て
低
学

年
か
ら
生
徒
が
自
身
の
活
動
・
学
修
履

歴
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
を
充
実

さ
せ
、
探
究
的
な
活
動
を
行
い
、
大
学
に

提
出
す
る
活
動
報
告
書
の
内
容
充
実
に
繋

げ
る
。

•
普
通
科
に
お
い
て
は
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
学
習
内
容
を
充
実
さ
せ
、
探

究
的
学
び
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
基
礎
学
力

の
充
実
（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
動
画
等
）・

英
語
の
発
話
能
力
の
向
上
な
ど
を
目
標
と

し
て
定
め
、
全
時
間
の
学
び
の
内
容
を
計

画
し
、
実
施
す
る
。

運
動
部

硬
式
野
球
部
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
年
度
、
9
年
ぶ
り
に
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
皆
様
の
温
か
な
ご
声
援
と
ご
支

援
の
お
陰
と
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
遠

路
甲
子
園
球
場
ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
頂

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
雨
に
よ
る
度
重
な
る

順
延
と
な
り
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

い
た
し
ま
す
。
し
か
し
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

で
の
大
応
援
団
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
統
制
の
と
れ
た
応
援
は
大
変
評
判
が
よ
く

地
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
紹
介
さ
れ
た
ほ
ど
で
し

た
。
選
手
は
そ
の
力
で
初
戦
を
突
破
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
は
、
先
の
京
浜
校
友
会
で

「
今
年
は
9
が
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
」
と
言

わ
れ
9
年
ぶ
り
の
出
場
、
第
99
回
大
会
、
甲

子
園
大
会
1
回
戦
が
順
延
と
な
り
大
会
9
日

目
に
試
合
、
17
年
ぶ
り
に
初
戦
を
9
点
差
で

（株）サンユー製作所
百 瀬 俊 雄

（54 回卒）0266-28-6563

大沢会計事務所
大 沢 利 充

（67 回卒）0263-34-1445

あづみ野カントリー（株）
顧 問 會 田 信 一
（51 回卒）0263-83-5225

（株）草田組
草 田 耕 一 郎

（65 回卒）0263-64-2168

（株）アイシンク
赤 羽 勝 巳

（82 回卒）0263-25-2130

（ 有）グリム
竹 内 久 二

（67 回卒）0263-46-3111

（株）大月酒店
大 月吉史 （57 回卒）
大 月 弘 士 （83 回卒）

0263-28-8500

田中スチール工業（株）
田 中 嘉 隆

（58 回卒）0263-25-9610

（株）丸谷工業
丸 谷 義 一

（60 回卒）0263-25-4008

（有）丸信商会
丸 山 栄 三

（53 回卒）0263-32-4568

（有）メガネ専門店フキ
蕗 沢 正 紀

（59 回卒）0263-35-3289

（株）コクエイ
荒 井 達 雄

（86 回卒）0263-27-0033
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硬
式
テ
ニ
ス
部
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆�

イ
ン
タ
ー
ハ
イ�

準
優
勝
（
団
体
戦
）�

�

硬
式
テ
ニ
ス
部
女
子

８
月
１
日
か
ら
福
島
県
会
津
若
松
市
で
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
テ
ニ
ス
競
技
に
お
い

て
、硬
式
テ
ニ
ス
部
女
子
が
団
体
戦
準
優
勝
。

個
人
戦
で
も
ダ
ブ
ル
ス
で
笠
原
・
川
島
組
が

３
位
入
賞
の
成
績
を
収
め
た
。

団
体
戦
は
、
北
信
越
で
仁
愛
女
子
に
競
り

勝
っ
て
優
勝
し
た
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
強
豪
校
ぞ
ろ
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
り
、

優
勝
を
狙
う
山
梨
学
院
と
対
戦
し
、
予
想
通

り
の
厳
し
い
展
開
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
1

勝
1
敗
で
迎
え
た
№
２
シ
ン
グ
ル
の
小
林

が
、
過
去
の
対
戦
で
全
敗
し
て
い
た
相
手
に

攻
め
切
っ
て
勝
利
し
た
。

こ
の
勝
利
で
波
に
乗
り
、
続
く
準
々
決
勝

は
春
の
全
国
選
抜
大
会
の
優
勝
校
で
第
１

シ
ー
ド
と
な
っ
て
い
た
相
生
学
院
と
対
戦

（
兵
庫
）。
北
信
越
か
ら
無
敗
を
誇
る
ダ
ブ
ル

ス
梶
田
・
川
島
組
が
、
圧
倒
的
な
攻
撃
力
で

先
勝
し
、
№
１
シ
ン
グ
ル
の
笠
原
が
フ
ァ
イ

ナ
ル
セ
ッ
ト
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
大
接
戦
と

し
、
3
度
目
の
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
で
勝
利
を

つ
か
み
、
初
の
ベ
ス
ト
4
進
出
を
決
め
た
。

そ
し
て
、
準
決
勝
の
相
手
は
早
稲
田
実
業

（
東
京
）。
小
林
は
敗
れ
た
が
ダ
ブ
ル
ス
が
競

り
勝
ち
、勝
負
の
か
か
っ
た
笠
原
の
試
合
は
、

準
々
決
勝
に
続
く
フ
ァ
イ
ナ
ル
セ
ッ
ト
の
末

に
粘
る
相
手
を
振
り
切
り
、
大
観
衆
の
前
で

見
事
に
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

迎
え
た
決
勝
戦
は
、
翌
年
地
元
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
控
え
る
四
日
市
商
業
（
三
重
）。

シ
ン
グ
ル
ス
の
笠
原
と
小
林
は
、
と
も
に
１

セ
ッ
ト
５

－

５
と
競
っ
て
い
た
が
、
中
盤
か

ら
次
第
に
連
戦
の
疲
労
に
よ
り
シ
ョ
ッ
ト
の

精
度
が
下
り
、
接
戦
と
な
っ
た
が
０

－

２
で

惜
敗
し
た
。
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
見
事
な

準
優
勝
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
団
体
種

目
が
決
勝
進
出
し
た
の
は
、
松
商
学
園
高
校

に
と
っ
て
も
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。

2
年
前
、
県
大
会
決
勝
で
敗
退
し
て
連
覇

が
25
で
止
ま
り
、
全
国
大
会
を
逃
す
悔
し
さ

を
味
わ
っ
た
。
そ
の
後
輩
た
ち
が
再
出
発
を

誓
い
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
4
年
振

り
と
な
る
ベ
ス
ト
８
に
進
出
。
そ
し
て
当
時

1
年
生
だ
っ
た
選
手
た
ち
が
今
回
準
優
勝
ま

で
た
ど
り
着
い
た
。

中
学
校
時
代
に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
国
大
会

の
経
験
の
な
い
選
手
た
ち
が
、
普
段
の
練
習

か
ら
意
識
を
高
く
持
ち
、
お
互
い
を
高
め

合
っ
て
き
た
結
果
の
準
優
勝
で
あ
り
、ま
た
、

団
結
力
は
、
部
員
・
Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
た
ち
の

応
援
す
る
姿
か
ら
も
、
ど
の
対
戦
校
よ
り
も

強
い
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
１
年
生
の
松
山
が
新

チ
ー
ム
に
残
る
。
全
国
選
抜
に
向
け
て
、
こ

れ
か
ら
の
新
チ
ー
ム
の
活
躍
に
も
期
待
し
た

い
。

勝
ち
抜
く
等
ま
さ
に
そ
の
言
葉
が
的
中
し
好

成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
足
立
監
督
を
は
じ
め
我
々
ス

タ
ッ
フ
は
よ
う
や
く
「
ま
ず
は
夏
の
甲
子
園

へ
」
と
い
う
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
満
足
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
上
位
を
目
指
そ
う
と
来
年
度
夏

の
甲
子
園
１
０
０
回
大
会
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
り
な
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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松商学園高等学校 平成28年度卒業生進路状況

（有）榑木野
吉 澤 麻 斗

（105 回卒）0263-47-4741

（株）佐藤ボデー製作所
佐 藤 古 寿

（65 回卒）0263-25-4832

手打そば あるぷす
齊 川 　 洋

（69 回卒）0263-46-1471

久保田容器工業（株）
久保田孝次郎

（53 回卒）0263-26-1232

鳥居プロパン
鳥 居 と し 子

（69 回卒）0263-46-1872

中国料理 百老亭
出 井 健 二（66 回卒）
出井健太郎（95 回卒）

0263-32-4220

（有）ミヤサカ印刷
宮 坂 　 勲

（短 15 期卒）0263-47-3017

進路の大別
区 分

科 別 進学者 就職者 その他
（浪人・家居・海外） 卒業生数

商業科
男 30 1 2 33
女 48 8 1 57

普通科
男 174 10 14 198
女 221 4 6 231

計 473 23 23 519

就職先の内容
区 分

科 別

業種別 地域別

金融・保険 運輸・通信 販売・商事 生産 サービス 公務・公共 その他 計 管内 県内 県外 計

商業科
男 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1
女 0 0 2 3 1 0 2 8 6 2 0 8

普通科
男 0 1 0 5 0 3 1 10 1 7 2 10
女 0 0 0 1 2 1 0 4 0 4 0 4

計 0 1 2 10 3 4 3 23 8 13 2 23

割合で見る進路状況
卒業生数 大学進学率

（数）
短大進学率

（数）
専修学校進学率

（数）
合計進学率

（数）
就職率
（数）

進路確定率
（数）

商業科

男 33
28%

（25）
28%

（25）
31%

（28）
87%

（78）
10%
（9）

97%
（87）

女 57
計 90

普通科

男 198
58%

（250）
15%

（63）
19%

（82）
92%

（395）
3%

（14）
95%

（409）
女 231
計 429

合計

男 231
53%

（275）
17%

（88）
21%

（110）
91%

（473）
4%

（23）
96%

（496）
女 288
計 519

進学先の内容
区 分

科 別 四年制大学 短期大学 専修学校 計

商業科
男 19 4 7 30
女 6 21 21 48

普通科
男 143 4 27 174
女 107 59 55 221

計 275 88 110 473

高齢者安否確認サービス 
ね こ の て
鈴 木 み ど り

（109 回卒）0263-34-6598

（人） （人）

（人）

（人）

（株）ヒューテック
伊 藤 昌 志

（81 回卒）0263-62-2330

穂高カントリークラブ
取締役専務 小 林   清
（67 回卒）0263-83-2778

（株）三栄システム
藤 原 康 弘

（90 回卒）0263-86-0048

（有）ナッド・オートクラブ
藤 原 　 昇

（82 回卒）0263-50-8911
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（株）田内工務店
田 内 光 一

（69 回卒）0263-58-2275

（有）小山はかり工場
小 山 恵 嗣

（75 回卒）0263-25-3740

中 平 工 業
中 平 寿 文

（67 回卒）0263-47-0006

旬彩小料理 満まる
増 田 崇 宏

（99 回卒）0263-36-0802

サン・フーズ（株）
堤 　 良 一

（92 回卒）0263-48-7411

（株）小石興業
小 石 雅 之

（101 回卒）0263-92-3092

（有）彩 和 会
丸 山 正 芳

（72 回卒）0263-52-7090

（有）佐藤保険事務所
0263-47-7500

（株）ホテル モンターニュ
0263-35-6480

（株）ホテルおもと
山 本 浩 司

（70 回卒）0263-46-2385

（株）成進社印刷
腰 原 春 郎

（54 回卒）0263-32-2301

（株）恩田地建
恩 田 弘 志

（70 回卒）0263-51-0055

主
な
合
格
大
学

国
公
立
大
学

信
州
大
学
（
11
）

筑
波
大
学

東
京
芸
術
大
学

千
葉
大
学

帯
広
畜
産
大
学

秋
田
大
学

山
形
大
学

静
岡
大
学

富
山
大
学

高
知
大
学

山
口
大
学

大
阪
府
立
大
学

秋
田
県
立
大
学

高
崎
経
済
大
学

都
留
文
科
大
学
（
2
）

愛
知
県
立
大
学

愛
知
県
立
芸
術
大
学

新
潟
県
立
大
学

福
井
県
立
大
学

私
立
大
学

早
稲
田
大
学

明
治
大
学
（
3
）

青
山
学
院
大
学
（
2
）

立
教
大
学
（
2
）

中
央
大
学
（
2
）

法
政
大
学
（
6
）

学
習
院
大
学

東
京
理
科
大
学
（
3
）

関
西
大
学

立
命
館
大
学
（
3
）

津
田
塾
大
学
（
3
）

順
天
堂
大
学
（
2
）

北
里
大
学
（
4
）

芝
浦
工
業
大
学

東
京
薬
科
大
学
（
3
）

成
蹊
大
学
（
5
）

明
治
学
院
大
学
（
4
）

國
學
院
大
学
（
2
）

武
蔵
大
学

南
山
大
学
（
2
）

獨
協
大
学

日
本
大
学
（
15
）

東
洋
大
学
（
4
）

駒
澤
大
学
（
6
）

専
修
大
学
（
12
）

京
都
産
業
大
学
（
2
）

近
畿
大
学
（
5
）

龍
谷
大
学
（
2
）

中
京
大
学
（
9
）

名
城
大
学
（
3
）

松
本
大
学
（
60
）

主
な
合
格
短
大

国
公
立
短
大

長
野
県
短
大
（
2
）

大
月
短
大
（
2
）

私
立
短
大

青
山
学
院
女
子
短
大

実
践
女
子
短
大

飯
田
女
子
短
大
（
9
）

上
田
女
子
短
大
（
2
）

信
州
豊
南
短
大

清
泉
女
学
院
短
大
（
4
）

長
野
女
子
短
大

松
本
短
大
（
23
）

松
本
大
松
商
短
大
部
（
29
）

主
な
合
格
専
門
学
校

長
野
県
福
祉
大
学
校
（
2
）

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

諏
訪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

諏
訪
中
央
病
院
看
護
専
門
学
校
（
3
）

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
（
2
）

帝
京
高
等
看
護
学
院

慈
恵
第
三
看
護
専
門
学
校

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
看
護
専
門
学
校

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
看
護
専
門
学
校

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

松
本
看
護
専
門
学
校
（
5
）

信
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
（
2
）

信
州
医
療
福
祉
専
門
学
校

長
野
救
命
医
療
専
門
学
校
（
2
）

松
本
医
療
福
祉
専
門
学
校
（
2
）

松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院
（
7
）

松
本
理
容
美
容
専
門
学
校
（
10
）

日
本
外
国
語
専
門
学
校
（
3
）

大
原
学
園
専
門
学
校
（
7
）

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
2
）

専
門
学
校
未
来
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
（
2
）

丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

主
な
就
職
先

長
野
県
警
（
2
）

愛
知
県
警

Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

富
士
電
機
㈱

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
（
3
）

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

㈱
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

カ
ン
ロ
㈱
（
2
）

電
算
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
㈱

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
㈱

長
野
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱

ホ
テ
ル
翔
峰
（
2
）
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諏
訪
中
央
病
院
看
護
専
門
学
校
（
3
）

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
（
2
）

帝
京
高
等
看
護
学
院

慈
恵
第
三
看
護
専
門
学
校

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
看
護
専
門
学
校

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
看
護
専
門
学
校

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

松
本
看
護
専
門
学
校
（
5
）

信
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
（
2
）

信
州
医
療
福
祉
専
門
学
校

長
野
救
命
医
療
専
門
学
校
（
2
）

松
本
医
療
福
祉
専
門
学
校
（
2
）

松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院
（
7
）

松
本
理
容
美
容
専
門
学
校
（
10
）

日
本
外
国
語
専
門
学
校
（
3
）

大
原
学
園
専
門
学
校
（
7
）

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
2
）

専
門
学
校
未
来
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
（
2
）

丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

主
な
就
職
先

長
野
県
警
（
2
）

愛
知
県
警

Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

富
士
電
機
㈱

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
（
3
）

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野

㈱
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

カ
ン
ロ
㈱
（
2
）

電
算
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
㈱

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
㈱

長
野
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱

ホ
テ
ル
翔
峰
（
2
）

 １．募集人員
　全日制課程 普通科 ３５０名（男女）  ［特別進学コース・文理進学コース・総合進学コース］
　      〃       商業科 　８０名（男女）

平成30（2018）年度 生徒募集概要

 ３．特別奨学生の選考

 ２．入試区分と日程

区 分
【学校長推薦】 【自己推薦】 【一般入試】

普通科推薦 商業科推薦 クラブ推薦 併願推薦 一般入試Ａ 一般入試Ｂ

出願資格	 平成 30 年 3 月卒業見込み 平成 30 年 3 月卒業見込み／過年度卒業生

出願条件	 専願 併願 専願／併願 専願

出願基準	 あり あり なし あり

学 科 等	 全学科・全コース 特別進学コース 全学科・全コース 特別進学コース

出願書類	

① 入学志願書（全志願者）
② 受験票（一般入試Ｂを除く全志願者）
③ 調査書（全志願者）
④ 推薦書（学校長推薦志願者のみ）    
⑤ 活動記録報告書（学校長推薦志願者のうち、特奨生志願者およびクラブ推薦志願者のみ）

審 査 料 10,000 円（生徒募集要項の綴じ込み用紙により銀行振り込み） 10,000 円（現金）

出願期間 平成 30 年 1 月 10 日～ 1 月 12 日 平成 30 年 2 月 14 日～ 2 月 16 日 平成 30 年 3 月 19 日

受付時間	 10 時～ 15 時 10 時～ 12 時

出願方法	 ①中学校ごと一括して提出
②遠方の場合は郵送可（中学校の宛先を記入した封筒を同封）（一般入試Ｂは除く）

選 抜 日 平成 30 年 1 月 18 日 平成 30 年 2 月 20 日 平成 30 年 3 月 19 日

選抜方法 ①集団面接（４～５名）
②書類審査

①  学力検査（５教科記述） 
全学科全コース

② 書類審査

①個人面接
②書類審査

合格発表 平成 30 年 1 月 26 日　本人及び中学校長宛に郵送 平成 30 年 2 月 27 日 平成 30 年 3 月 19 日

入学手続 平成 30 年 2 月 1 日まで

自己推薦（１次）
平成 30 年 2 月 1 日まで

一般入試Ａ  専願・併願（１次）
平成 30 年 3 月 5 日まで 平成 30 年 3 月 20 日

正午まで自己推薦（最終）
平成30年3月16日正午まで

一般入試 A  併願（最終）
平成 30 年 3 月 16 日正午まで

そ の 他 入学予定者オリエンテーション（全員参加）平成 30 年 3 月 20 日  午後

※�「出願基準」は公表しておりません。出願については在籍している中学校の先生にご相談ください。�
「クラブ推薦」は、事前に中学校と本校の教頭間で同意した者のみ出願できます。�
「選抜方法」の「一般入試Ａ」学力検査は、国・社・数・理・英（リスニングを含む）の５教科です。

普通科特奨生 普通科推薦志願者のなかで、20 以上（５教科）の成績がある者のうち 18 名以内

商業科特奨生 商業科推薦志願者のなかで、18 以上（５教科）の成績がある者のうち 2 名以内

運動部特奨生
（事前同意必要）

【ＡⅡ】入部を希望するクラブの競技種目において、全国トップクラスの実績を上げた者 5 名以内
【 Ｂ 】　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　都道府県を代表する実績を上げた者 24 名以内

※「５教科」とは、３年次の国・社・数・理・英の評定合計（５段階評定）です。
「運動部特奨生」は、事前に中学校と本校の教頭間で同意した者のみ出願できます。

※詳細については『平成 30（2018）年度�松商学園高等学校�生徒募集要項』をご覧ください。
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平成29年11月15日

昨今、この長野県内でもさまざまなカリキュラムを組む特色ある高校が増え、進学先も興味に合わせ
て県外まで検討するなど、現在の高校進路決定の状況は選択の幅がだいぶ広がってきたと感じます。

そこで、現役中学生（保護者含めて）100人にアンケート調査への協力をお願いし、魅力ある高校とは
何か、期待することは何かなど、生の声を聞きました。回答方法は複数ある選択肢の中から最もあては
まるものを１つ選んでもらいました。現在の中学生の、高校生活に対する期待感や幅広い興味の一端が
うかがえる結果となりました。

中学生意識調査『高校に望むこと』アンケートを行いました

あなたが高校を選ぶ際に、最も重視
することは何ですか？

あなたは、どのような高校に魅力を
感じますか。

あなたが高校を選ぶ際に、困ること
は何ですか？

あなたが高校に最も期待することは
何ですか？

あなたが今後、設置・開設を望む 
学科・コース・科目は何ですか？

あなたが今後、高校に最も期待する
ことは何ですか？

Q1

Q3

Q5

Q2

Q4

Q6

１位　 基礎的・基本的な学力を身につけることができる
１位　 大学等進学のための学力を身につけることが

できる
３位　部活動が盛んである
４位　 自分の進路希望や興味・関心などに応じた科

目を選択できる
５位　 社会人としてのマナー、道徳心、公共心を身に

つけることができる

１位　 希望する進路に必要な内容を学習できる
高校

２位　学校行事が充実している学校
３位　部活動が盛んである学校
４位　自分のペースで学ぶことができる学校
５位　 普通科でも専門的な教科・科目が選べる

学校

１位　教科学力の向上
２位　生徒の個性を伸長する教育の推進
３位　大学等の進学への充分な対応
４位　 専門的な知識や技術を身につける教育の

推進
５位　基礎・基本の徹底
５位　 生徒が選択できる幅の広い学習内容の充実

１位　入りたい高校と自分の学力の差

２位　将来なりたい職業が決まってない

３位　高校で何をしたいか決まっていない

４位　高校のことがよくわからない

５位　親子の考えの相違

１位　スポーツ・健康に関する分野

２位　語学に関する分野

３位　国際に関する分野

３位　工業に関する分野

５位　数学・理科などの理系の分野

１位　通学に便が良い
２位　部活動が盛んである
３位　進学や就職等に実績がある
４位　教育方針が自分に合っている
４位　希望する学科がある
６位　学校行事が充実している
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全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

…

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

手
塚　

貴
雄

県
大
会
、
昨
年
と
同
じ
相
手
と
同
じ
日

の
午
後
、
私
た
ち
に
こ
の
夏
の
楽
し
み
を

一
つ
増
や
し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
に
到

着
し
た
時
の
雰
囲
気
は
盛
大
な
上
、
笑
顔

の
裏
側
で
は
心
無
い
ヤ
ジ
や
想
像
を
は
る

か
に
超
え
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
日
々
の
汗

や
涙
に
耐
え
抜
き
手
に
し
た
念
願
の
切
符

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
更
に
、
真
夏
の
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
観
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

姿
は
ま
さ
し
く
ス
タ
ー
で
あ
り
地
域
の
代

表
と
し
て
、
又
、
県
高
校
球
児
の
代
表
と

し
て
勇
敢
で
報
道
を
通
じ
て
も
感
動
の
連

続
で
し
た
。
同
じ
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ

親
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
経

験
を
先
の
人
生
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形

で
活
か
さ
せ
る
の
か
。
私
た
ち
親
と
し
て

の
責
任
は
な
に
か
を
常
に
考
え
続
け
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
人
と

し
て
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の

を
一
考
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。あ

の
場
所
で
校
歌
を
何
度
も
共
に
聴
き

た
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
次
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

心
ひ
と
つ
に
　
い
ざ
！
甲
子
園

…

校
友
会
幹
事
長　

赤
羽　

勝
巳

♪
今
度
見
え
ん
甲
子
園　

全
国
の
豪
な

ぎ
ふ
せ
て
覇
者
の
シ
ン
ボ
ル
紅
の
♪

応
援
歌『
今
度
見ま

み

え
ん
甲
子
園
』の
一
節

で
す
。
こ
の
歌
を
車
中
で
何
度
か
謳
い

行
っ
て
き
ま
し
た
阪
神
甲
子
園
球
場
。

第
99
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
長

野
県
代
表
が
決
定
し
、
我
が
校
友
会
は
甲

子
園
出
場
支
援
の
会
の
一
組
織
と
し
て
、

校
友
と
い
う
仲
間
が
積
極
的
に
寄
付
集
め

を
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に
賛
同

を
得
、
期
待
を
込
め
た
あ
り
が
た
い
寄
付

金
を
沢
山
集
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
を
依
頼
し
た
時
に「
校
友
会
は

バ
ス
出
す
の
？
」と
い
う
言
葉
を
多
く
聞

き
、
中
平
会
長
指
示
の
下
、
1
回
戦
は
大

型
バ
ス
1
台（
48
名
）2
回
戦
は
大
型
バ
ス

2
台（
72
名
）を
松
本
か
ら
甲
子
園
へ
走
ら

せ
ま
し
た
。

今
回
の
校
友
会
応
援
バ
ス
の
目
的
は

「
校
友
会
員
相
互
の
更
な
る
親
睦
と
、
松

商
学
園
校
友
会
の
活
動
を
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
事
」と
位
置

付
け
ま
し
た
。
目
的
達
成
す
る
に
は
、
松

商
学
園
卒
業
生
に
限
ら
ず
、
多
く
の
松
商

フ
ァ
ン
の
方
々
や
ご
家
族
そ
し
て
ご
友
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
こ
そ
が
達
成
基

準
で
あ
り
ま
し
た
。

感
謝
し
た
事
の
ひ
と
つ
に
、
参
加
者
は

皆
、
寄
付
金
を
集
め
、
自
ら
も
惜
し
み
な

く
寄
付
を
し
、
会
社
を
休
み
、
実
費
で
参

加
い
た
だ
い
た
事
。
二
重
三
重
の
負
担
を

し
て
で
も「
甲
子
園
」へ
馳
せ
参
じ
た
事
実

で
す
。

松
本
広
域
や
諏
訪
の
各
地
、
そ
し
て
京

浜
か
ら
も
校
友
会
応
援
バ
ス
へ
乗
っ
て
頂

い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
歌
に
込
め
て
、
応

援
歌
の
続
き
で
締
め
括
り
御
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

♪
大
旗
か
ざ
せ
や
強
者
よ　

勝
つ
べ
き
時

は
今
年
ぞ　

部
史
を
か
ざ
れ
や
栄
の
色
♪

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

甲
子
園
レ
ポ
ー
ト

硬
式
野
球
部
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「
野
球
部
頑
張
れ
」
と
寄
贈
品
ぞ
く
ぞ
く

今
年
の
夏
、
硬
式
野
球
部
は
36
回
目
の
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
、
初
戦
で
は
土
浦
日
大
に
快

勝
し
、
17
年
ぶ
り
の
校
歌
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

歴
史
栄
光
室
で
は
、
8
月
26
日
、
27
日
の
松

商
祭
で
、
企
画
展『
こ
の
夏
の
感
動
を
も
う
一

度
』、「
テ
ニ
ス
部
女
子
松
商
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（
団
体
戦
）史
上
初
の
全
国
準
優
勝
」と「
野
球
部

夏
の
甲
子
園
36
回
目
の
出
場
で
17
年
ぶ
り
の
校

歌
」を
開
催
し
、
２

日
間
で
昨
年
の
約

３
倍
の
1
2
0
0

名
ほ
ど
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
野

球
関
係
の
寄
贈
品

が
増
え
ま
し
た
。

第
79
回
大
会
甲
子
園
応
援
列
車
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

3
月
26
日
、
関
訓
充
氏（
75
回
）か
ら
、
平
成

9
年
の
第
79
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
の
際
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
が
運
行
し
た

応
援
列
車
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。鉄

道
の
日
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
手
し
た
も

の
で
、「
野
球
部
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

の
思
い
か
ら
寄
贈
を
思
い
立
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。

こ
の
大
会
の
入
場

行
進
で
は
、「
来
年
創

立
1
0
0
周
年
を
迎

え
る
松
商
学
園
」と

紹
介
さ
れ
、
当
日
第

２
試
合
で
山
口
県
の

西
京
高
校
に
３
―
４

で
惜
敗
し
ま
し
た
。

 平
成
3
年
選
抜
準
優
勝
記
念
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

８
月
31
日
、
藤
原
康
弘
氏（
90
回
）か
ら
、
硬

式
野
球
部
が
平
成
3
年
春
の
選
抜
大
会
で
準
優

勝
を
し
た
際
、
当
時
の
監
督
・
選
手
が
サ
イ
ン

を
し
た
懐
か
し
い
記

念
ボ
ー
ル
や
記
念
に

発
売
さ
れ
た
ワ
イ
ン

等
の
寄
贈
を
受
け
、

歴
史
栄
光
室
の
平
成

３
年
選
抜
準
優
勝

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

1
2
0
余
年
前
の
今
井
五
介
肖
像
画
な
ど
寄
贈

「
松
商
経
営
の
恩
人
」と
も
い
わ
れ
る
今
井
五

介
の
肖
像
画
と
写
真
33
点
が
、「
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
」と
、
親
戚
で
も
あ
る
片
倉
康

行
理
事
長
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

明
治
中
期
の
片
倉
製
糸
場
長
時
代
の
肖
像
画

と
、
昭
和
前
期
の
古
稀
の
寿
像
と
写
真
の
３
点

に
つ
い
て
は
、
特
注
の
額
に
お
さ
め
て
歴
史
栄

光
室
前
の
廊
下
に
展
示
し
ま
し
た
。

今
井
五
介
は
、
世
界
の
製
糸
王
と
も
呼
ば
れ
、

松
本
地
方
に
あ
っ
て
は
松
本
商
業
会
議
所
会

頭
・
信
濃
鉄
道
社
長
・
松
本
電
燈
社
長
な
ど
歴

任
し
、
地
方
経
済
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

明
治
44
年
、
苦
境
に
あ
っ
た
松
本
戊
戌
商
業
学

校
の
経
営
に
乗
り
出
し
、
大
正
２
年
の
埋
橋
へ

の
校
舎
の
新
築
移
転
、
大
正
12
年
の
薄
川
河
畔

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
、
昭
和
11
年
の
東
洋
一
と

い
わ
れ
た
校
舎

新
築
な
ど
施
設

整
備
に
力
を
尽

く
し
、
財
政
支

援
を
行
っ
て
、

今
日
の
松
商
学

園
の
基
盤
を
つ

く
り
ま
し
た
。

 今
井
五
介
曾
孫
か
ら
関
係
書
籍
と
写
真

８
月
31
日
、
今
井
五
介
の
曾
孫
に
あ
た
る
今

井
徹
氏（
安
曇
野
市
在
住
）が
来
校
さ
れ
、
関
係

書
籍
と
写
真
16
点
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
井

徹
氏
は
、
片
倉
製
糸
紡
績
の
重
役
や
松
本
商
業

学
校
主
事
も
務
め
た
五
介
の
長
男
真
平
の
孫
に

あ
た
り
、
写
真
に
は
渡
米
の
際
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
や
家
族
や
一
族
と
一
緒
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。

片
倉
兼
太
郎
・
今
井
五
介
書
簡

９
月
６
日
、
穂
刈
博
氏（
58
回
）か
ら
、
片
倉

兼
太
郎
・
今
井
五
介
が
祖
父
市
松
氏
に
宛
て
た

書
簡
の
情
報
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

片
倉
製
糸
場（
現
在
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
あ
る
場

所
）が
新
設
さ
れ
た
明
治
23
年
前
後
の
も
の
と

思
わ
れ
、
平
面
図
な
ど
も
含
む
製
糸
場
建
設
に

か
か
わ
る
や
り
と
り
や
開
業
の
招
待
状
な
ど
も

あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
す
。

松
商
は
秘
密
兵
器
の
実
験
場
だ
っ
た

6
月
23
日
、
上
條
博
明
氏（
47
回
）、
藤
原

一
二
氏（
常
務
理
事
・
理
事
長
職
務
代
理
）か
ら
、

昭
和
19
年
４
月
か
ら
松
本
商
業
学
校
が
松
本
明

道
工
業
学
校
に
な
り
、
11
月
か
ら
陸
軍
航
空
審

査
部
に
貸
与
さ
れ
て
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど

の
実
験
場
と
な
っ
て
い
た
頃
に
つ
い
て
う
か
が

い
、
燃
料
庫
と
思
わ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
の
ド

ン
グ
リ
林
の
地
下
壕
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
様
子
は
、
市
民
タ
イ
ム
ス
、
信
濃
毎
日
、

朝
日
、
毎
日
、
中
日
の
各
新
聞
に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
で
、
三
菱
重
工
業
名
古
屋
発

動
機
研
究
所
が
担
当
し
て
い
た
薬
液
ロ
ケ
ッ

ト「
特
呂
２
号
」秋
水
の
エ
ン
ジ
ン
や
間
歇
式

ジ
ェ
ッ
ト
Ｖ
１
号「
仮
称
㋕
」の
他
に
石
川
島

芝
浦
タ
ー
ビ
ン
の
タ
ー
ビ
ン
ジ
ェ
ッ
ト「
キ

1
3
0
」の
燃
焼
実
験
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
か
つ
て
実
験
施
設
の
遺
構

が
硬
式
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
に
埋
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
ド
ン
グ
リ
林
地
下
の
燃
料

庫
と
思
わ
れ
る
壕
が
残
る
だ
け
で
す
。

同
窓
生
の
見
学

59
回
生
の
同
級
会
が
開
か
れ
、
6
月
21
日
、

11
名
が
来
校
さ
れ
て
、
歴
史
栄
光
室
を
見
学
し

ま
し
た
。
関
東
・
中
京
方
面
な
ど
遠
方
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
展
示
品
を
見
な
が
ら
当
時
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。



15

寄
贈
品
等
受
け
入
れ

◎
平
成
28
年
９
月
以
降　

敬
称
略

28
・
11
・
11　

ヒ
ブ（
ス
キ
ー
）

�

前
田
知
沙
樹（
116
回
）

28
・
11
・
11　

T
シ
ャ
ツ（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

�

牛
山
成
剛（
74
回
・
前
教
頭
）

28
・
11
・
28　

 「
瞳
の
あ
る
土
偶
」3
D
レ
プ
リ
カ

�

九
州
国
立
博
物
館

29
・
1
・
18　

 

昭
和
3
年
8
月
大
阪
朝
日
新
聞

野
球
記
事�

 

朝
日
新
聞
社

29
・
3
・
16　

 

第
79
回
甲
子
園
大
会
応
援
列
車

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

�

関
訓
充（
75
回
）

29
・
6
・
15　

 

今
井
五
介
関
係
肖
像
画
・
写
真

30
点�

片
倉
康
行（
理
事
長
）

29
・
7
・
5　

野
球
部
堀
内
享
写
真

�

高
山
国
一（
41
回
）

29
・
7
・
6　

野
球
部
堀
内
庄
写
真

�

中
島
嘉
平（
53
回
）

29
・
8
・
27　

昭
和
54
年
焼
失
木
造
校
舎
懸
魚

�

島
村
章（
51
回
）

29
・
8
・
27　

 

松
商
学
園
新
聞
第
1
6
0
号
複
製

�

百
瀬
直
志（
64
回
）

29
・
8
・
31　

 

平
成
3
年
選
抜
準
優
勝
記
念
サ
イ

ン
ボ
ー
ル　

他
3
点

�

藤
原
康
弘（
90
回
）

29
・
8
・
31　

 

今
井
五
介
関
係
書
籍
8
点
、関
係

写
真
8
点

�

今
井
徹（
今
井
五
介
曾
孫
）

�

◇

29
・
8
・
26　

 

今
井（
五
介
翁
）家
伝
来
の
火
縄

銃
二
丁
の
手
入
れ

�

市
川
恵
一（
67
回
）

松
本
商
業
が
全
国
優
勝
を
果
た

し
て
来
年
で
九
十
周
年
に
な
る
訳

で
す
。

こ
の
時
の
エ
ー
ス
で
あ
っ
た
中
島

治
康
先
輩
は
、
松
本
商
業
か
ら
早

稲
田
大
学
、
藤
倉
電
線
を
経
て
巨

人
軍
に
入
団
し
選
手
、
監
督
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
一
九
三
九
年
（
昭
和

十
四
年
）
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
、
打
点

王
、
首
位
打
者
と
し
て
プ
ロ
野
球

界
初
の
三
冠
王
を
獲
得
し
、
プ
ロ

野
球
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ

た
こ
と
は
ご
高
承
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

プ
ロ
野
球
引
退
後
は
読
売
新

聞
社
の
運
動
部
に
所
属
し
大
学

野
球
、
高
校
野
球
の
ア
マ
チ
ュ
ア

野
球
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）

に
は
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
さ
れ
、

日
本
プ
ロ
野
球
界
の
代
表
す
る
偉

人
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
功
績
は
現

在
も
広
く
讃
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
功
績
を
持

つ
中
島
治
康
氏
は
松
商
学
園
に
と

り
ま
し
て
も
、
更
に
は
松
本
市
に

と
り
ま
し
て
も
歴
史
に
燦
然
と
輝

く
偉
大
な
存
在
で
あ
り
大
き
な
宝

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
歴
代
監
督
、
現
監
督
、

校
友
会
長
、
野
球
部
後
援
会
長
、

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
が
発
起
人
と
な

り
、
学
校
に
中
島
治
康
氏
の
胸
像

建
立
の
要
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
理

事
会
に
お
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
校
友
会
の
皆
様
に
御

協
力
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
校
友
各
位
の

御
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

中
島
治
康
氏
胸
像
建
立
に
つ
い
て

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
特
別
相
談
役
　
　
　

大
月 

吉
史
（
57
回
卒
）

校
友
会
よ
り
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尚、ご納入の際には、維持年会費は一口2,000円（一口以上でお願いします）
今回の会報（42号）と一緒にゆうちょ銀行の払込取扱票を同封しましたのでご活用下さい。

学籍番号（会員番号）、卒業回数をご記入ください。（学籍番号は封筒の宛名欄の下にある数字です）

＊納入は平成30年３月末日までにお願い致します。

維持年会費の納入にご協力をお願いします維持年会費の納入にご協力をお願いします
　校友の皆様、日頃『維持年会費』の納入につきましては、深いご理解とご協力をいただきまして、誠
にありがとうございます。
　さて、学校法人松商学園は本年で創立119年となり、松商学園高等学校校友会も大正10年に発足し、
会則第1条にある様に会員相互の親睦と団結を図るとともに、母校経営の母体としての使命を念頭に学
園の発展に寄与の理念のもと、校友会の各々の立場の中で活動が引き継がれて参りました。その経過の
中でも、昨今ではあらゆる世界の様々な分野においても全く想像できない程に全てが、激動・激変の状
況下であります。
　校友会も母校経営の母体としての使命の部分において、年毎に使命感の温度差が顕著になってまいり
ました。ここで、校友会員一同の結束をより強固に再生するには、皆様方から、校友会仲間の皆さんヘ
お声掛け等のさらなるご支援が重要となり、ご協力とご指導をお願いする次第でございます。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

空
手
道
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

陸
上
部

新
体
操
部

テ
ニ
ス
部

卓
球
部

柔
道
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

な
ぎ
な
た

全
国
大
会

女
子
バ
レ
ー
部

棋
道
部

ト
ワ
リ
ン
グ
バ
ト
ン
部

放
送
部

商
業
科

ス
キ
ー
同
好
会

全
国
高
等
学
校

　
　
選
抜
大
会

テ
ニ
ス
部

空
手
道
部

卓
球
部

新
体
操
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

ス
キ
ー
同
好
会

柔
道
部

棋
道
部

な
ぎ
な
た

ス
ケ
ー
ト

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
同
好
会

ス
ケ
ー
ト

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

57
名

②
読
書
奨
学
金

18
名

③
学
業
支
援
奨
学
金

102
名

④ 

北
信
越
大
会 

出
場
奨
学
金

空
手
道
部

陸
上
競
技
部

弓
道
部

新
体
操
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

卓
球
部

柔
道
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

剣
道
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

ゴ
ル
フ
同
好
会

水
泳
部

自
転
車

な
ぎ
な
た

放
送
部

棋
道
部

ゴ
ル
フ
同
好
会

⑥
社
会
貢
献
活
動
特
別
奨
学
金

2
名

経
営
の
母
体
と
し
て
の
松
商
学
園
高
等
学
校
校

友
会
は
、継
続
し
て
全
国
大
会
出
場
者
に
特
別
活

動
奨
励
金
を
渡
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
度
よ

り
で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
多
様
な
分
野
で
意

欲
向
上
等
の
観
点
か
ら
奨
学
金
を
交
付
す
る
と
共

に
、松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
存
在
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
以
下
を
お
贈
り
し
ま
す
。

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

　
左
記
検
定
試
験
合
格
者
に
受
験
料
を
奨
学
金
と

し
て
支
給

　
　

�

日
商
簿
記
2
級
以
上
、
英
検
2
級
以
上
、
漢

検
2
級
以
上
、
日
商
販
売
士
2
級
以
上
、
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
検
定
2
級
以
上
、

語
意
・
読
解
力
検
定
２
級
以
上
、
数
学
検
定

２
級
以
上
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
８
０
点
以
上

②
読
書
奨
学
金

　
図
書
館
の
本
貸
出
数
が
多
い
生
徒
に
校
友
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

③
学
業
支
援
奨
学
金

　
⑴�

学
習
成
績
優
秀
で
か
つ
経
済
的
に
奨
学
金
を

必
要
と
す
る
生
徒
20
人
程
度
に
支
給
〔
1
・

2
年
〕

　
⑵�

学
習
成
績
が
優
秀
な
生
徒（
特
奨
生
を
除
く
）

各
ク
ラ
ス
２
名
程
度
に
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

④
北
信
越
大
会
出
場
奨
学
金

　
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、
全
国
高
等

学
校
軟
式
野
球
選
手
権
北
信
越
地
区
大
会
、
北

信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
等
に
団
体
戦
で

出
場
し
た
ク
ラ
ブ
及
び
個
人
戦
出
場
者
に
支
給

⑤
表
彰
等
の
副
賞

　
卒
業
式
に
先
立
ち
表
彰
さ
れ
る
各
賞
受
賞
者
へ

の
副
賞
を
贈
呈

⑥
社
会
貢
献
活
動
特
別
奨
学
金

　
人
命
救
助
・
社
会
奉
仕
活
動
等
、
社
会
貢
献
し

た
生
徒
に
支
給

	

（
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
）

松
商
学
園
高
等
学
校

校
友
会
奨
学
金
に
つ
い
て

特
別
活
動
奨
励
金

奨
　
学
　
金

北信越大会出場奨学金 贈呈クラスマッチ入賞チーム 贈呈特別活動奨励金 贈呈奨学金 贈呈
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①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

57
名

②
読
書
奨
学
金

18
名

③
学
業
支
援
奨
学
金

102
名

④ 

北
信
越
大
会 

出
場
奨
学
金

空
手
道
部

陸
上
競
技
部

弓
道
部

新
体
操
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

卓
球
部

柔
道
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

剣
道
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

ゴ
ル
フ
同
好
会

水
泳
部

自
転
車

な
ぎ
な
た

放
送
部

棋
道
部

ゴ
ル
フ
同
好
会

⑥
社
会
貢
献
活
動
特
別
奨
学
金

2
名

本年度の入会金（終身会費）の納入状況は上記の通りです。各
号に納入者のお名前を掲載しております。

本号には、平成28年9月1日から平成29年9月30日までの
納入者名を掲載しました。

尚、維持年会費は、平成28年4月1日から平成29年3月31日
までの納入者名の掲載です。

ご協力に感謝しますと共に、厚くお礼申し上げます。
最後に、入会金（終身会費）・維持年会費未納の方には、納入の

ご協力を頂きます様、お願い致します。

※お問い合わせは
　松商学園高等学校校友会事務局
　TEL. 0263-34-2724　FAX. 0263-34-0107

※ゆうちょ銀行での振込みの場合
　口座番号　00590-4-12388
　口座名義　松商学園高等学校校友会
　入会金（終身会費）　２万円

入会金（終身会費）納入状況入会金（終身会費）納入状況

六
十
二
回
卒

松

山

哲

郎

百
十
三
回
卒

金

山

紗

也

百
十
五
回
卒

丸
谷　

拓
士

百
十
六
回
卒

朝
倉　

菜
月

釜
田　

有
菜

伊
藤　

百
香

斉

藤　

巧

鳥
羽　

潤
哉

中
澤　

早
紀

松
島　

朱
里

市
川　

蒼
也

清
澤　

毬
乃

小
林　

拓
巳

中
野　

郁
美

小
原　

慎
平

永
原　

恵
里
花

宮
澤　

唯
菜

竹
村　

歩
夢

谷
口　

夏
希

土
屋　

愛
花

一
之
瀬
向
稀

柿
澤　

綾
菜

唐
木　

龍
斗

酒
井　

美
桜

清
水　

紗
希

平
林　

秀
基

藤
澤　

汐
里

倉
科　

祐
真

竹
村　

亮
祐

深
澤　

紗
英

荒
木　

麻
緒

小
林　

大
夢

関
沢　

理
水

寺

平　
　

結

松

沢　
　

舞

丸
山
さ
や
香

青
柳　

寛
太

雨
宮　

巧
馬

小
野　

愛
実

加
藤　

拓
也

島
田　

光
帆

竹

内　
　

陽

田
中　

愛
美

細
野　

拓
歩

宮
下　

里
緒

横
内　

文
佳

太
田　

裕
真

神
農　

流
菜

小
林
な
な
か

西
澤　

花
野

平
林　

真
奈

本
田　

陽
香

大
木　

裕
人

齋
藤　

萌
香

寺
社
下
奈
央

田
島　

涼
平

原
田　

悠
平

水
口　

隆
太

上
條　

百
佳

棚
谷
帆
乃
夏

降
籏　

杏
苗

新
井　

健
太

菅　
　

真

志

土

屋　
　

茜

原　
　

和

輝

金
山　

奈
愛

熊
野　

朱
桃

平成28年度…入会金（終身会費）納入者名簿

氏

名

卒
業

回
数

飯

沼

幸

雄

曽
根
原
正
次

中

島

仁

武

野

口
　

宏

沢

谷

宗

市

岩

渕

静

守

小

松
　

登

白

木

昭

二

中

野

芳

昭

丸

山

秀

彦

山

下
　

廣

矢

口

裕

義

上

條
　

寿

松

澤

竹

夫

湯

本

信

一

岡

田

靖

男

松

岡
　

徹

会

田

信

一

浅

原

久

博

窪

田

次

男

丸

山

増

樹

柳

沢

幸

夫

岩

垂

傳

剛

二

谷

一

雄

洞

澤

岩

雄

三
代
澤　

孝

井
ノ
口
忠
教

上

地

節

夫

窪

田

森

男

原

田

竹

雄

土

屋

頼

永

松

澤

廣

幸

小

澤
　

晃

小

沢

隆

夫

佐
原
千
鶴
男

立

澤

延

公

赤

広

行

彦

38393939404243A43A43A43A43A4749494950505151515151525252525353535354545555555556

井

上

時

久

大

坪

憲

示

竹

内

久

人

髙

山

一

栄

藤

澤

宣

夫

松

田
　

正

金

井

幸

重

上

條
　

享

小

島
　

修

百

瀬

弘

一

小
岩
井　

豊

齋

藤
　

治

濱
　

智

恵

堀

田

守

生

丸

山
　

茂

青

栁

一

行

大

友

繁

人

中

野

村

男

中

原

信

一

松

本

一

男

宮

下

貴

光

天

野

哲

男

小

松

登

行

小

松

英

雄

丸

谷

義

一

水

口

静

雄

天
野
早
代
子

太

田

昌

孝

清

澤

恒

彦

髙

根
　

基

関

沢

勝

年

望

月

宗

敬

吉

澤

増

穂

小

林

正

樹

小

林
　

豊

曽
根
原
真
澄

仲

林

英

子

中

原

英

孝

二

村

孝

澄

樋

口

次

郎

岡

田

幸

雄

髙

橋

忠

久

小

島

義

幸

下

里

泰

郎

降

簱

弘

雄

田

口

敏

子

中

沢

成

美

藤

森

賢

至

二

木

芳

郎

村

上
　

健

村

上

幸

雄

山

田
　

昇

横

山

元

秀

大
野
ま
つ
美

北
澤
潤
一
郎

福

岡
　

進

小

澤

隆

一

中

村
　

平

宮

澤

秀

夫

大

沢

利

充

太
田
真
由
美

大

友

伸

二

河

原

秀

俊

川

舩

敏

子

久
保
田
正
文

小

林

義

正

竹

内

久

二

永

原
　

力

中

平

寿

文

分

部

秀

明

水

野

信

三

宮

島

治

美

百

瀬

敬

子

山
本
喜
美
枝

児

玉

妙

子

下

里

悦

子

津

田

武

敏

中

田

善

雄

西

澤

寿

男

藤

森

陽

子

565656565656575757575858585858595959595959606060606061616161616161636363636363

村

瀬

直

美

山
田
し
げ
子

横

山

善

夫

伊

藤

友

一

田

内

光

一

高

嶋

敏

行

鳥
居
と
し
子

恩

田

弘

志

横

山

幸

子

長

岡

忠

二

丸

山

正

芳

岡

江

生

子

河
原
地
直
人

小

林

謙

治

小

松

忠

章

巣

山
　

靖

中

野
　

久

本

庄
　

泉

村

田

健

治

山

本

文

彦

吉

澤
　

稔

米
山
多
鶴
子

佐
々
木
一
郎

太

田
　

章

太

田

克

彦

小
澤
さ
ゆ
子

小

山

恵

嗣

小

山

直

子

宮

澤
　

伸

山

田
　

稔

横

山

正

志

宮

下

敏

彦

横

山

京

子

吉

原

邦

子

石

田

隆

幸

須

田

正

子

竹

内

直

史

百

瀬

義

典

伊

藤

昌

志

北

條

史

朗

赤

羽

勝

巳

6364646464646464646464646464656565666666676767676767676767676767676767686868686868

6868686969696970717272737373737373737373737374757575757575757576767879798080818182

手

塚

貴

雄

井

口

利

恵

下

平

美

幸

上

島

哲

也

古

川
　

誠

荒

井

達

雄

小

椋
　

豊

木

澤

勝

誠

田

中
　

誠

丸

山

俊

樹

倉

科

勝

啓

古

賀

俊

介

福

嶋

義

明

加

藤
　

潤

小

林

貴

史

小

山

鉄

平

山

岸
　

望

横

山

博

昭

鈴

木

裕

一

太

田

亮

三

岡

田
　

雄

小

山

竜

一

宮

澤

美

幸

小

菅

由

佳

山

本

雄

哉

横

山

勇

太

横

山

史

恵

小

林

瑞

姫

中

平

大

志

宮

下

翔

斗

金

城

愛

実

小

松

夏

希

中

平

大

和

中

村

綾

子

山

口

翔

大

山

田

弥

生

中

谷

顯

士

石

田

陽

菜

福

田

寛

矩

828383848586879090919394949595969899100101101101103104104104104105105107108110110110110111112115115

平
成
28
年
度
維
持
年
会
費
納
入
者
名
簿
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平成29年11月15日

�

校
友
会
副
事
務
局
長
　
北
澤
潤
一
郎

教
え
を
受
け
た
者
が
、
幸
い
に
も
母
校
で

教
え
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
卒
業
す

る
時
に
授
与
し
て
く
だ
さ
っ
た
色
紙
、
学
校

長
糸
魚
川
祐
三
郎
先
生
の「
自
主
独
立
」と
、

軟
式
野
球
部
監
督
田
川
耕
三
先
生
の「
人
間
の

価
値
は
苦
難
に
対
す
る
抵
抗
に
あ
る
…
」を

時
々
見
な
が
ら
、
恩
師
の
思
ひ
に
少
し
で
も

近
づ
き
た
い
と
願
っ
て
き
た
。

学
生
時
代
、
自
主
独
立
は
先
生
方
一
人
ひ

糸魚川先生

（卒業アルバムより）

田川先生

と
り
の
存
在
そ
の
も
の
に
重
な
っ
て
見
え
て

い
た
。
県
立
高
校
に
永
年
勤
務
し
伝
え
聞
く

中
で
、
先
生
方
は
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
本
年
の
日
本
商
業
教

育
学
会
に
お
け
る
簿
記
会
計
に
関
す
る
発
表

の
中
で
、
恩
師
の
足
跡
に
触
れ
た
の
で
、
そ

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

糸
魚
川
先
生
は
文
部
省
の
督
学
官（
教
学

官
）か
ら
、
横
浜
工
業
経
営
専
門
学
校（
後
の

横
浜
国
立
大
学
の
前
身
）、
和
歌
山
大
学
を
経

て
、
昭
和
三
十
年
母
校
松
商
学
園
に
赴
任
さ

れ
た
。
翌
年
の
九
月
よ
り
県
の
教
育
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
内
村
鑑
三
の

薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
簿
記
・

商
業
学
研
究
を
目
的
と
し
て
欧
米
に
も
留
学

さ
れ
て
い
る
。
先
生
の
教
育
理
念
の
根
底
に

そ
れ
ら
の
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

昭
和
四
十
九
年
の
教
育
資
料
に
、
当
時
の

都
立
第
二
商
業
高
等
学
校 

長
福
島
卜
三
先
生

が
、
糸
魚
川
先
生
著
作
の
教
科
書「
商
業
実
践
」

の
編
集
に
協
力
を
さ
れ
た
こ
と
で
寄
稿
し
て

い
る
。
福
島
先
生
は
糸
魚
川
先
生
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
先
生
は
商
業

教
育
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
も
と
に
、
愛
情

と
信
念
と
実
行
力
を
も
っ
て
、
わ
が
国
商
業

教
育
の
名
実
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
。」そ
し
て
、
糸
魚
川
先
生
の

印
象
的
な
話
も
伝
え
て
い
る
。「
他
人
に
あ
っ

た
時
、
挨
拶
す
る
の
は
人
間
関
係
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
社
会
技
術
で
あ
る
。
生
徒
に
教

え
る
と
よ
く
理
解
す
る
。
し
か
し
な
か
な
か

実
行
で
き
な
い
。
こ
の
技
術
の
背
後
に
あ
る

社
会
生
活
の
慣
習
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
い
う
非

論
理
的
な
も
の
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
陶
冶
性
の
高
い
年
代
に
こ
の
こ
と

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
生
徒
が

主
体
的
判
断
・
自
発
的
行
動
に
よ
っ
て
学
習

活
動
を
す
す
め
、
行
為
し
つ
つ
学
ぶ
点
に
教

育
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。」

こ
の
こ
と
を
知
り
、
俄
か
に「
不
易
流
行
」

の
言
葉
が
甦
っ
て
き
た
。【（
注
）不
易
流
行
：

ひ
と
た
び
伝
統（
原
理
・
原
則
）の
中
に
深
く

沈
潜
し
、
伝
統
の
本
質
に
従
い
な
が
ら
、
伝

統
に
と
ら
わ
れ
な
い
道（
理
念
）を
見
つ
け
る

こ
と
。
温
故
知
新
：
過
去
の
歴
史
・
伝
統
・

古
典
を
も
う
一
度
考
え
直
し（
く
り
返
し
て
学

び
）、
現
代
に
生
か
す
意
味
を
知
る
こ
と（
新

し
い
現
実
を
理
解
す
る
）】

不
易
流
行
は
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
時
、
前
述

の
解
釈
に
出
会
い
、
こ
の
言
葉
を
よ
く
吟
味

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
今
回
の
研
究
に

あ
た
り
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
発
行
の
生
徒

会
誌
―
校
友（
復
刊
第
十
号
）が
目
に
留
ま
っ

た
こ
と
は
、
偶
然
と
は
い
え
大
き
な
発
見
で

あ
っ
た
。
糸
魚
川
先
生
の
生
徒
に
温
か
い
眼

差
し
を
向
け
た「
青
少
年
非
行
と
高
校
生
」に

続
い
て
、
田
川
先
生
の「
近
代
経
営
の
人
間
像
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
糸
魚
川
先
生
と
田
川

先
生
の
教
え
は
、
ま
さ
に
こ
の
不
易
流
行
の

言
葉
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

田
川
先
生
は
自
ら
、
文
武
両
道
の
実
践
者

と
し
て
生
徒
を
指
導
さ
れ
、
軟
式
野
球
部
の

創
設
・
全
国
優
勝
監
督
、
そ
し
て
、
昭
和

四
十
四
年
、
県
下
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

を
は
じ
め
と
す
る
先
進
的
な
商
業
教
育
の
実

践
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
生
が
書
か
れ
た「
近

代
経
営
の
人
間
像
」を
一
つ
ひ
と
つ
整
理
し
て

み
る
と
、
約
五
十
年
前
の
こ
と
な
の
に
、
実

は
そ
の
多
く
が
現
代
の
企
業
が
求
め
る
能
力

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
不
易（
変
わ
ら

な
い
育
成
す
べ
き
能
力
）と
流
行（
時
代
が
要

求
す
る
能
力
）で
あ
る
。
先
生
が
列
挙
さ
れ
た

項
目
の
後
の（　

）内
が
、
現
代
の
企
業
が
求

め
る
能
力
で
あ
る
。

① 

創
造
力
・
推
進
力（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）

②
協
調
性（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

③ 

人
間
関
係
を
円
滑
に

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）

④ 

推
進
力
・
批
判
力（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

⑤ 

自
主
的
な
判
断
・
行
動
、
積
極
性

（
主
体
的
行
動
力
）

⑥
だ
け
が
重
な
ら
な
い（
グ
ロ
ー
バ
ル
素
養
）

田
川
先
生
は
、
実
践
力
と
し
て
、
自
主
的
な

判
断
に
よ
っ
て
行
動
す
る
自
主
性
、
自
己
の
行

為
が
他
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
予

測
す
る
社
会
性
、
疑
問
を
知
的
な
努
力
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
合
理
性
を
強
調
し
、
未
来
に
生

き
る
青
年
学
徒
の
努
力
目
標
は
こ
こ
に
あ
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
員
の
協
力
な
く
し
て
は

成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
課
題
の
中
に
人
間
を
お
く

教
育
、
す
な
わ
ち
事
例
研
究
や
共
同
研
究
の
必

要
性
、
文
字
だ
け
を
相
手
に
し
た
教
育
だ
け

で
な
く
、
身
体
に
人
生
を
学
ば
せ
よ
う
と
す
る

実
践
的
な
訓
練
機
会
の
設
定
を
提
唱
し
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
通
じ
て
の
人
間
教
育
は
こ
の
問
題
に

答
え
て
く
れ
る
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
体
験
的
学
習
、
課
題
解
決
型
学
習
、
能
動

的
学
修（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）と
同
様

で
あ
る
。
全
国
の
仲
間
に
偉
大
な
恩
師
を
紹
介

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
、
今
後
も
精
進
し
て
い

き
た
い
。

今
、
甦
る
恩
師
の
教
え

糸
魚
川
先
生
・

田
川
先
生
に
学
ぶ
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昭
和
60
年
卒（
84
回
）

商
業
科
・
サ
ッ
カ
ー
部

平
成
25
年
卒（
1
1
2
回
）

普
通
科
・
軟
式
野
球
部

志
賀�

丈
師
さ
ん

篠
崎�

琳
子
さ
ん

◆
高
校
時
代
の
思
い
出

兄
の
影
響
も
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
３
年
間

学
生
時
代
を
送
り
ま
し
た
。
県
選
抜
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
が
、
右
足
半
月
板
損
傷
の
た
め

泣
く
泣
く
辞
退
。
当
時
コ
ー
チ
だ
っ
た
大
出

さ
ん
の
配
慮
も
あ
り
、
長
野
県
代
表
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
頂

き
ま
し
た
。
今

で
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

◆
卒
業
か
ら
現
在
ま
で
を
教
え
て
く
だ
さ
い

幼
少
か
ら
の
夢
だ
っ
た
歌
手
！　

卒
業
と
同

時
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
、
レ
コ
ー
ド
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
「
ド
サ

回
り
」
と
い
っ
て
ス
ナ
ッ
ク
を
回
り
レ
コ
ー

ド
を
販
売
。
し
か
し
上
京
し
て
か
ら
も
芽
が

◆
高
校
時
代
の
思
い
出

幼
い
頃
か
ら
野
球
を
続
け
て
き
た
私
は
、
軟

式
野
球
部
へ
入
部
し
、
３
年
間
男
子
部
員
と

野
球
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
立
ち
、
高

校
時
代
の
ほ
と
ん

ど
の
時
間
を
費
や

し
た
こ
と
が
思
い

出
で
す
。
ま
た
、

現
在
で
も
仲
の
良

い
友
人
は
高
校
で

出
会
っ
た
人
が
多

く
、
そ
ん
な
友
人

達
と
毎
日
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
っ

た
こ
と
も
良
い
思

い
出
で
す
。

◆
卒
業
か
ら
現
在
ま
で
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
卒
業
後
、
地
元
松
本
大
学
で
体
育
教
師

出
ず
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の
制
作
や
子
供
シ
ョ
ー
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
Ｊ
リ
ー
グ
横
浜
マ
リ
ノ
ス

の
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
に
入
り
な
が
ら
チ
ャ
ン

ス
を
待
つ
も
、
夢
半
ば
で
断
念
し
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
今
の
居
酒
屋
『
一
歩
』（
大
手

４
丁
目
、
松
本
城
近
く
）
を
き
り
も
り
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

◆
現
在
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

山
賊
焼
を
松
本
の
名
物
に
し
た
男
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
約

11
年
を
か
け
て
「
そ
ば
」
と
い
う
松
本
の
イ

メ
ー
ジ
を
「
山
賊
焼
」
も
あ
る
よ
ね
！
と
広

げ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
『
秘
密
の
ケ
ン

ミ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
で
紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に

も
知
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
商
工
会

議
所
で
組
織
す
る
松

本
山
賊
焼
応
援
団
の

団
長
と
し
て
全
国
各

地
へ
出
向
き
、
山
賊

焼
を
松
本
の
名
物
と

し
て
広
め
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

を
目
指
し
教
員

免
許
を
取
得
し

ま
し
た
。
大
学

時
代
に
は
、
野

球
の
審
判
資
格

取
得
を
目
指
し

審
判
の
勉
強
を

し
た
り
、
野
球

以
外
に
も
ミ
ス

松
本
と
し
て
、
全
国
各
地
へ
足
を
運
び
松
本

の
観
光
P
R
を
し
ま
し
た
。卒
業
後
、ス
ポ
ー

ツ
＆
観
光
＆
教
育
に
携
わ
り
旅
行
で
人
を
喜

ば
せ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
旅
行
会
社

の
日
本
旅
行
へ
入
社
し
ま
し
た
。
東
京
で
の

研
修
を
終
え
現
在
は
、
松
本
支
店
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

◆
現
在
の
職
場
の
や
り
が
い
は
？

入
社
し
て
半
年
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状

況
で
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
私
で
す
が
、
お
客
様
が
旅
行
か
ら
無
事
に

帰
っ
て
き
た
後
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
た
時
は
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
の
夏
、
母
校
松
商
学
園
の

甲
子
園
応
援
ツ
ア
ー
の
準
備
か
ら
添
乗
ま
で

の
仕
事
を
行
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

母
校
へ
、
こ
の
よ
う
な
形
で
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
多
く
の
人
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
り
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

い
つ
か
、
お
客
様
が
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

え
る
旅
行
を
提
案
し
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
を
大
切
に
仕
事
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

活
躍
す
る

卒
業
生
た
ち
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平成29年11月15日

今
年
の
青
年
部
は
、
昨
年
ま
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
」（
松
商
学
園
校
友
会

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）と
い
う
サ
イ
ト

を
開
設
し
ま
し
た
。
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
様
々
な
世
代
や
職
種
の
松
商
学
園
卒
業

生
が
、
社
会
の
中
で
繋
が
っ
て
い
く
事
を
見

え
る
化
し
て
い
く
サ
イ
ト
で
す
。
今
回
は
、

現
在「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
卒
業
生

の
中
か
ら
３
名
の
方
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
マ

ツ

ダ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ 

Ｂバ

ー

ガ

ー

Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｑ
１　

仕
事
の
概
要

移
動
販
売
車

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）

を
使
っ
た
手
作
り

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の

青
空
レ
ス
ト
ラ
ン

及
び
移
動
販
売
。

こ
の
他
、
信
州
産

の
そ
ば
粉
を
使
用

し
た
ガ
レ
ッ
ト
の
実
演
販
売（
主
に
全
国
の

百
貨
店
等
の
信
州
フ
ェ
ア
な
ど
に
出
店
）を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
２　

お
店
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
？

企
業
様
の
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
々
、
車
の
ス
ペ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
現
地
に

行
き
ま
し
て
、
信
州
牛
１
０
０
％
の
こ
だ
わ

り
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
ご
提
供
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
毎
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
大

き
さ
や
価
格
、
メ
ニ
ュ
ー
も
柔
軟
に
可
能
な

限
り
ご
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
３　

松
商
学
園
を
卒
業
し
た
今

仕
事
に
お
い
て
人
と
の
繋
が
り
が
最
も
重

要
な
中
、
先
輩
後
輩
関
わ
ら
ず
松
商
卒
業
生

同
士
と
い
う
だ
け
で
一
気
に
仕
事
が
前
に
進

ん
で
い
く
。
松
商
最
高
！

【
ク
ー
ポ
ン
】

卒
業
生
は
会
報
を
持
参
で
１
０
０
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ

在
校
生
は
学
生
証
提
示
で
２
０
０
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ�

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

　

松
本
市
出
川
１

－

16

－

13

　

☎
０
９
０

－

４
２
３
０

－

７
７
９
７

校
友
会
　
青
年
部
の
紹
介

湯
々
庵　

枇び
わ杷
の
湯

Ｑ
１　

仕
事
の
概
要

浅
間
温
泉
で
日
帰

り
温
泉
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
。
大
浴

場
、
桧
の
露
天
風
呂

の
他
に
離
れ
に
岩
づ

く
り
の［
お
殿
様
の

野
天
風
呂
］が
あ
り

ま
す
。
館
内
に
は
カ

フ
ェ
や
日
本
料
理
店

を
テ
ナ
ン
ト
誘
致
し

て
お
り
、
長
い
時
間

お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

Ｑ
２　

お
店
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
？

創
業
は
文
禄
３
年

（
１
５
９
４
年
）、
元

は
松
本
城
主
専
用
の

湯
御
殿
で
し
た
。
中

庭
に
は
２
代
目
城
主

石
川
康
長
公
の
植
え

た
松
が
４
０
０
年
以

上
の
時
を
経
て
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

旅
館
業
を
経
て
現
在

は
日
帰
り
入
浴
施
設

と
し
て
県
内
外
問
わ

ず
皆
様
に
ご
来
館
頂

い
て
お
り
ま
す
。
歴

史
と
自
然
を
肌
で
感

じ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

1
㈲
ゲ
ン
セ
ン

内
装
材
料
卸
・

和
風
小
物
他
販
売

武
田
信
一
郎

57

2
塩
原
木
工

建
設
・
設
備

塩
原　
久
悦

塩
原　
裕
樹
82・109

3
㈱
ス
ペ
ー
ス

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
建
設
業
・

宅
建
業

中
田　
朝
友

62

4
㈲
オ
リ
イ

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア

製
造

折
井　
謙
一

折
井　
大
輔
73・106

5
㈲
グ
リ
ム

食
品

竹
内　
久
二

67

6
㈲
中
平
工
業

製
造
業

（
電
子
、
電
気
）
中
平　
寿
文

67

7
㈱
田
内
工
務
店
住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
・

建
設

田
内　
光
一

69

8
㈱
ア
イ
シ
ン
ク

建
設
業

赤
羽　
勝
巳

82

9
㈱
コ
ク
エ
イ

専
門
商
社

荒
井　
達
雄

86

10
㈱
ト
ッ
プ
ラ
ン
自
動
車
販
売
・

修
理

清
沢　
輝
彦

82

11
湯
々
庵

枇
杷
の
湯

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
小
口　
　
毅

98

12
ミ
ク
マ
ル
・

リ
ー
バ
イ
ミ
ク
マ
ル
美
容

横
山　
勇
太

横
山　
史
恵
104・104

13
鳥
居
プ
ロ
パ
ン
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

鳥
居
と
し
子

69

14
㈱
三
栄
シ
ス
テ
ム
印
刷
・
事
務
用
品
・

日
用
品

藤
原　
康
弘

90

15
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ

N
エ
ー
ス

長
澤
商
会
㈲

自
動
車
販
売
・

修
理

長
澤　
　
勲

長
澤　
義
晶
90・92

16
コ
ニ
フ
ァ
ー

プ
ラ
ン
㈱

レ
ン
タ
ル

ス
ペ
ー
ス

竹
渕　
雅
樹

102

17
㈲
彩
和
会

生
保
・
損
保

丸
山　
正
芳

72

18
エ
グ
ゼ
リ
ン
ク

Ｉ
Ｔ
・
デ
ザ
イ
ン

事
務
所

Ｉ
Ｔ
・

デ
ザ
イ
ン
・

印
刷

赤
羽　
利
洋

101

19
石
工
房  

倉
科

建
設
・
石
工
事

倉
科　
勝
啓

93

20
㈲
ネ
ク
サ
ス
･

ラ
ー
ニ
ン
グ
･

ア
カ
デ
ミ
ー

ス
ク
ー
ル
運
営

木
澤　
勝
誠

90

21
㈱
フ
ェ
バ
ー

プ
レ
ー
ス

映
像
製
作
・

写
真
撮
影

丸
山　
俊
樹

91

22
ロ
ー
ソ
ン

浅
間
温
泉
店

小
売

宇
留
賀
恵
美
子

65

23
東
石
川
旅
館

ホ
テ
ル

石
川　
真
一

101

24
㈱
ホ
テ
ル
お
も
と
ホ
テ
ル

山
本　
陽
介

102

25
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

飲
食

松
田　
匡
弘

93

26
㈲
黒
門・く
ろ
門

飲
食

宮
坂　
吉
和

66

27
㈱
た
か
ぎ

土
産
・
食
事
処

高
木　
　
健

65

28
㈲
桜
家

飲
食

澤
田　
宗
雄

61

29
中
国
料
理
百
老
亭
飲
食

出
井
健
太
郎

出
井　
健
二
95・66

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
Ｍ
Ｂ
Ｃ
登
録
一
覧
表
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Ｑ
３
、
松
商
学
園
を
卒
業
し
た
今

松
商
学
園
を
卒
業
し
20
年
近
く
経
ち
ま
す

が
、
現
在
も
高
校
時
代
の
友
人
と
交
友
が
あ

り
ま
す
。
浅
間
温
泉
で
も
松
商
学
園
卒
業
者

が
多
く
、
出
身
校
を
聞
い
て
大
先
輩
だ
と
知

ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
】

　
会
報
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
１
組

２
名
様
ま
で
通
常
８
０
０
円
の
入
館
料
を

７
０
０
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

湯
々
庵　

枇
杷
の
湯

　

松
本
市
浅
間
温
泉
３

－

26

－

１

　

☎
０
２
６
３

－

４
６

－

１
９
７
７

ミ
ク
マ
ル
／
リ
ー
バ
イ 

ミ
ク
マ
ル

Ｑ
１　

仕
事
の
概
要

１
Ｆ
美
容
室
・
２

Ｆ
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ

ロ
ン（
ま
つ
げ
エ
ク
ス

テ
）で
す
。
ヘ
ア
ー

デ
ザ
イ
ン
か
ら
２
階

で
の
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ

ま
で
松
本
の
皆
様

の
美
容
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
２　

お
店
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
？

都
内
で
技
術
を
学
び
、
松
本
の
皆
様
に
、

ヘ
ア
ー
も
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
も
最
先
端
の
技
術

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
少

人
数
予
約
優
先
制
の
為
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

贅
沢
な
空
間
、時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

食
品
ロ
ス
に
関
す
る
活
動

女
性
部
で
は
食
品
ロ
ス
（
ま
だ
食
べ
る
事

が
で
き
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
）
を

減
ら
す
た
め
の
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

松
商
祭
で
生
徒
と
一
緒
に
集
め
た
食
品
を

9
月
26
日
（
火
）
に
市
役
所
の
環
境
政
策
課

に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
に

現
在
の
青
年
部
は
30
代
か
ら
40
代
の
比
較

的
若
い
世
代
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
校
友
会
総
会
・

学
校
行
事
へ
の
参
加
等
を
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
私
達
と
共
に
松
商
学
園
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

校
友
会
　
女
性
部
の
紹
介

Ｑ
３　

松
商
学
園
を
卒
業
し
た
今

出
店
に
あ
た
り
た

く
さ
ん
の
松
商
卒
業

生
に
協
力
し
て
頂
き

ま
し
た
。
周
り
に
は

業
種
は
違
い
ま
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
部
同

期
が
経
営
し
て
い
る

お
店
も
あ
り
、
そ
ん

な
仲
間
と
助
け
合
い

な
が
ら
頑
張
れ
て
い

る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
　

【
ク
ー
ポ
ン
】

　
会
報
を
見
た
と
お
伝
え
い
た
だ
き
、

初
回
20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ（
他
の
ク
ー
ポ
ン
と

併
用
不
可
）

ミ
ク
マ
ル（m

icm
al

）

リ
ー
バ
イ�
ミ
ク
マ
ル（R

e:by�m
icm
al

）

　
　
　
　
　

松
本
市
中
央
１

－

５

－

２
３

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３

－

３
１

－

３
２
１
４

色
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
松
商
学

園
の
卒
業
生
と
繋
が
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
」へ
の
ご
登
録
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
商
学
園
校
友
会�

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

http://m
-bc.net

松
本
マ
ラ
ソ
ン

平
成
29
年
10
月
1
日
（
日
）
松
本
市
制

１
１
０
周
年
記
念
第
１
回
松
本
マ
ラ
ソ
ン
開

催
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
選
手
８
，６
１
１

人
。
我
が
女
性
部
7
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
。
早
朝
5
時
30
分
集
合
。
6
時
よ
り
ス

タ
ー
ト
時
点
の
総
合
体
育
館
駐
車
場
に
て
参

加
選
手
の
手
荷
物
預
り
係
を
任
さ
れ
ま
し

た
。荷

札
・
貴
重
品
の
確
認
と
元
気
よ
く
「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
の
掛
け
声
が
主
な
仕

事
で
す
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
、
メ
キ
シ
コ

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君
原
健
二
氏
を
は
じ

め
松
本
山
雅
・
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
元

選
手
他
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
な
ん

と
森
野
麻
美
（
モ
デ
ル
、タ
レ
ン
ト
）
26
歳
、

松
商
学
園
出
身
が
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
最
高
で
来
年
も
ま
た
参
加
し

よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

1
㈲
ゲ
ン
セ
ン

内
装
材
料
卸
・

和
風
小
物
他
販
売

武
田
信
一
郎

57

2
塩
原
木
工

建
設
・
設
備

塩
原　
久
悦

塩
原　
裕
樹
82・109

3
㈱
ス
ペ
ー
ス

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
建
設
業
・

宅
建
業

中
田　
朝
友

62

4
㈲
オ
リ
イ

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア

製
造

折
井　
謙
一

折
井　
大
輔
73・106

5
㈲
グ
リ
ム

食
品

竹
内　
久
二

67

6
㈲
中
平
工
業

製
造
業

（
電
子
、
電
気
）
中
平　
寿
文

67

7
㈱
田
内
工
務
店
住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
・

建
設

田
内　
光
一

69

8
㈱
ア
イ
シ
ン
ク

建
設
業

赤
羽　
勝
巳

82

9
㈱
コ
ク
エ
イ

専
門
商
社

荒
井　
達
雄

86

10
㈱
ト
ッ
プ
ラ
ン
自
動
車
販
売
・

修
理

清
沢　
輝
彦

82

11
湯
々
庵

枇
杷
の
湯

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
小
口　
　
毅

98

12
ミ
ク
マ
ル
・

リ
ー
バ
イ
ミ
ク
マ
ル
美
容

横
山　
勇
太

横
山　
史
恵
104・104

13
鳥
居
プ
ロ
パ
ン
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

鳥
居
と
し
子

69

14
㈱
三
栄
シ
ス
テ
ム
印
刷
・
事
務
用
品
・

日
用
品

藤
原　
康
弘

90

15
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ

N
エ
ー
ス

長
澤
商
会
㈲

自
動
車
販
売
・

修
理

長
澤　
　
勲

長
澤　
義
晶
90・92

16
コ
ニ
フ
ァ
ー

プ
ラ
ン
㈱

レ
ン
タ
ル

ス
ペ
ー
ス

竹
渕　
雅
樹

102

17
㈲
彩
和
会

生
保
・
損
保

丸
山　
正
芳

72

18
エ
グ
ゼ
リ
ン
ク

Ｉ
Ｔ
・
デ
ザ
イ
ン

事
務
所

Ｉ
Ｔ
・

デ
ザ
イ
ン
・

印
刷

赤
羽　
利
洋

101

19
石
工
房  

倉
科

建
設
・
石
工
事

倉
科　
勝
啓

93

20
㈲
ネ
ク
サ
ス
･

ラ
ー
ニ
ン
グ
･

ア
カ
デ
ミ
ー

ス
ク
ー
ル
運
営

木
澤　
勝
誠

90

21
㈱
フ
ェ
バ
ー

プ
レ
ー
ス

映
像
製
作
・

写
真
撮
影

丸
山　
俊
樹

91

22
ロ
ー
ソ
ン

浅
間
温
泉
店

小
売

宇
留
賀
恵
美
子

65

23
東
石
川
旅
館

ホ
テ
ル

石
川　
真
一

101

24
㈱
ホ
テ
ル
お
も
と
ホ
テ
ル

山
本　
陽
介

102

25
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

飲
食

松
田　
匡
弘

93

26
㈲
黒
門・く
ろ
門

飲
食

宮
坂　
吉
和

66

27
㈱
た
か
ぎ

土
産
・
食
事
処

高
木　
　
健

65

28
㈲
桜
家

飲
食

澤
田　
宗
雄

61

29
中
国
料
理
百
老
亭
飲
食

出
井
健
太
郎

出
井　
健
二
95・66

松商学園校友会
ビジネスコミュニティ

QRコード
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平成29年11月15日

�

第
74
回
卒
業
生
代
表
　
牛
山
　
成
剛

私
た
ち
第
74
回
卒
業
生
は
平
成
29
年
２
月

18
日（
土
）に
松
本
駅
前
の
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

に
於
い
て「
松
商
学
園
高
等
学
校
第
74
回
卒

業
生
還
暦
祝
い
同
窓
会
」を
開
催
い
し
ま
し

た
。当
時
の
担
任
を
し
て
お
り
ま
し
た
先
生
を

ご
招
待
し
た
と
こ
ろ
、快
く
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
、２
組
担
任
小
林
里
見
先
生
、３
組
担
任

長
岡
春
光
先
生
、４
組
担
任
瀬
川
皓
資
先
生
、

７
組
担
任
片
山
元
信
先
生
、９
組
担
任
犬
飼

功
先
生
の
５
名
の
ご
存
命
の
先
生
全
員
が
出

席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。同
窓
生
88
名
、先
生
５

名
と
次
期
代
表
１
名
を
合
わ
せ
て
94
名
の
盛

大
な
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。松
商
学
園
を
卒
業
し
て
42
年
が
経
ち
還

暦
を
迎
え
、社
会
に
お
い
て
も
一
区
切
り
の
年

代
に
な
っ
た
仲
間
た
ち
が一同
に
集
ま
り
、旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
各
ク
ラ
ス
幹
事
に
よ
り
半

年
以
上
前
か
ら
会
合
を
重
ね
、会
場
の
予
約
、

名
簿
の
整
理
、通
知
の
発
送
、出
欠
の
集
約
、当

日
の
役
割
分
担
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
開
催

に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

還
暦
祝
い
会
当
日
は
、受
付
開
始
前
か
ら
多

く
の
方
々
が
、遠
く
は
九
州
か
ら
駆
け
つ
け
て

く
れ
懐
か
し
い
友
と
の
再
会
で
賑
わ
い
始
め
て

お
り
ま
し
た
。会
に
先
立
ち
、学
年
代
表
の
牛

山
成
剛
が
、先
輩
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
赤

い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
身
に
つ
け
、全
員
で
記
念

撮
影
を
し
た
の
ち
開
会
と
な
り
ま
し
た
。高

第
74
回
卒
業
生

      

還
暦
同
窓
会

第85回生松
商
学
園
を
卒
業
し
て
30
年
の
歳
月
が
過

ぎ
、伝
統
の
30
周
年
記
念
事
業
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
1
年
前
か
ら
実
行
委
員
会
の
組
織
化
を

意
識
し
、そ
の
中
で
各
ク
ラ
ス
の
同
級
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、平
成
28
年
11
月
12
日
ホ
テ

ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
て
懐
か
し
い
面
々
と
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

式
典
当
日
は
髙
山
常
務
理
事
、中
平
校
友

会
長
を
は
じ
め
、百
瀬
校
長
先
生
、在
学
当

時
担
任
だ
っ
た
6
人
の
先
生
方
、そ
し
て
84
回

生・86
回
生
の
各
代
表
幹
事
の
方
々
に
ご
列
席

い
た
だ
き
、総
勢
１
３
７
名
で
の
記
念
式
典・

祝
賀
会
を
華
々
し
く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て「『
30
年
前
の
あ
の
日
に
感

謝
！
』85
回
生
の
絆
～
未
来
へ
の
飛
躍
」 

を
掲

げ
、85
回
生
の
団
結
と
絆
を
再
確
認
し
、未
来

へ
と
飛
躍
さ
せ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
私
た
ち
は
、諸
先
輩
方
が
長
き
に
亘

り
継
承
さ
れ
て
き
た
、母
校
に
記
念
品
を
贈

る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
話
し
合
い
を
重
ね
、

学
校
側
と
も
協
議
し
た
結
果
、体
育
館
の
ス

テ
ー
ジ
に
設
置
す
る「
演
台
と
花
台
」を
松
本

民
芸
家
具
で
製
作
し
て
い
た
だ
き
、贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
本
の
地
で
伝
統
を
大
切
に
し
、す
べ
て
を

手
作
り
で
製
作
さ
れ
た「
松
本
伝
統
職
人
技
の

一
品
」は
、母
校
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、私
た
ち
85
回
生
に
と
って
も
大

変
満
足
の
い
く
良
い
記
念
品
と
な
り
ま
し
た
。

母
校
に
こ
の
よ
う
な
記
念
品
を
贈
呈
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
85
回
生
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

式
典
で
は
、当
時
に
見
立
て
た
応
援
団
指

揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
。そ
し
て
記
念
品
贈
呈

を
行
い「
伝
統
の
鍵
」を
無
事
86
回
生
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
の
同
窓
祝
賀
会
で
は
、先
生
と
の
思

い
出
話
や
来
賓
方
と
の
歓
談
に
ク
ラ
ス
を
越

え
た
交
流
が
い
た
る
所
で
見
ら
れ
、良
い
意
味

で
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
状
況
で
し
た
。

終
盤
で
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
頃
、担

当
の
幹
事
さ
ん
作
成
の
思
い
出
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
懐
か
し
さ
と
感
動
の
あ
ま
り

涙
を
流
す
人
も
数
多
く
見
ら
れ
、30
年
間
の

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
触
れ
た
よ
う
で
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
事
業
を
通
じ
て
感
じ
た
事
は
、

松
商
学
園
を
卒
業
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
こ
と
、そ
し
て
松
商
学
園
が
大
好
き
な
こ
の

仲
間
と
共
に
過
ご
し
た
3
年
間
を
懐
か
し
む

だ
け
で
は
な
く
、そ
の
学
び
と
感
動
の
涙
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
い
か
に
活
か
し
て
い
く
べ
き

か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、母
校
の
益
々
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、こ
の
事
業
に
惜

し
み
な
い
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
長�

半
戸
　
照
久



23

第
65
回
卒
業
生
　
北
澤
潤
一
郎

昭
和
40
年
度
卒
業
の
第
65
回
生
は
、7
月

8
日
に
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、総
勢 

94
名
の「
古
希
の
祝
」を
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、来
賓
と
し
て
学
校
よ
り
百
瀬
康

雄
学
校
長
、校
友
会
よ
り
中
平
寿
文
校
友
会

長
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、学
校・校
友
会
の
ご

報
告
、そ
し
て
、我
々
に
は
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。中
平
会
長
の
乾
杯
の
音

頭
は
、高
校
野
球
長
野
県
大
会
に
思
い
を
馳
せ
、

校
時
代
に
応
援
団
に
い
た
池
田
正
の
指
揮
で

校
歌
斉
唱
、物
故
者
へ
の
黙
祷
、代
表
挨
拶
、乾

杯
で一
気
に
会
が
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
全
員
60
歳
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、皆
高
校
生
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
当
時
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。会

の
途
中
で
の
余
興
で
は
、松
商
学
園
高
等
学
校

の
現
役
高
校
生
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
空

手
部
の
選
手
た
ち
が
、キ
レ
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
演
武
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、担

任
の
先
生
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、42

年
以
上
も
前
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。10
年
後
の

古
希
の
会
に
も
元
気
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。最
後
に
後
輩
の

第
75
回
卒
業
生
代
表
と
し
て
ご
出
席
頂
い
た

太
田
章
さ
ん
に
伝
統
の
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

を
引
き
継
ぎ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

還
暦
と
い
え
ど
も
ま
だ
ま
だ
皆
元
気
で
あ

り
、地
域
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と
し
て

活
躍
し
続
け
て
いって
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
」の
掛
け
声
で
し
た
。幸
い
に

も
、硬
式
野
球
部
が
9
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出

場
を
果
た
し
、県
民
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
活

躍
は
他
の
部
活
動
の
活
躍
と
と
も
に
、こ
の
会

の
開
催
年
と
重
な
り
、私
達
に
も
大
き
な
励
み

と
な
り
ま
し
た
。甲
子
園
募
金
も
65
回
生
と

し
て
、支
援
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

事
情
に
よ
り
私
達
は
、還
暦
や
卒
業
50
周

年
を
契
機
と
し
た
集
い
を
実
施
で
き
な
い
で
い

ま
し
た
が
、皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
大
き
な
力

と
な
り
、念
願
の
会
が
実
現
し
ま
し
た
。多
用

な
中
で
の
校
友
会
事
務
局
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。3
月
の
準
備
会
、4
月

5
日
の
第
1
回
学
年
代
表
者
会
を
は
じ
め
と

す
る
会
は
、清
水
が
丘
会
館
及
び
中
校
舎
6
階

の
眺
め
の
よ
い
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
和
気
藹
々
と

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。学
生
食
堂
も
利
用

し
、今
の
高
校
生
活
の一端
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、記
念
撮
影
、校
歌
斉
唱
、数
十
名

を
超
え
る
物
故
者
へ
の
黙
祷
、福
岡
学
年
会

長
の
挨
拶
、来
賓
祝
辞
、乾
杯
後
の
歓
談
に
お

け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ピ
ー
チ
等
、和
や
か
な
会
は

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。心
に
残
る一
人
ひ
と
り
の
言
葉
、姿
は
省
略

し
ま
す
が
、ご
協
力・ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。学
年
会
長
の
挨
拶
の
よ
う
に
、

「
各
々
が
語
る
思
い
出
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
の

糧
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」を
心
か
ら
願
い
、閉
会

と
い
た
し
ま
し
た
。閉
会
後
は
三
々
五
々
、仲
間

と
二
次
会
に
向
か
い
ま
し
た
が
、明
日
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
っ
た
仲
間
と
の
語
り
合
い
が
、夜
遅

く
ま
で
続
い
た
と
伝
わ
って
き
ま
し
た
。

第
65
回
生 

　
　古
希
の
祝
い

会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
打
合
せ
会
で
、九

州
豪
雨
の
被
災
地
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
提

案
が
あ
り
、仲
間
に
善
意
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。団
塊
の
世
代
と
し
て
今
ま
で
頑
張
っ
て
き

た
仲
間
は
、心
底
人
の
痛
み
が
分
か
る
時
を
迎

え
、募
金
箱
に
そ
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
義
援
金
10
万
円
は
7
月
24

日
、福
岡
会
長・
事
務
局
の
山
内・
北
澤
で
、松

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託
し
て
き
ま
し

た
。日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
が
、清
水
が
丘
の
学
園
に
集
っ
た

仲
間
の
気
持
ち
は
、ま
さ
に
校
歌
に
象
徴
さ
れ

る
も
の
と
し
て
、私
達
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、５
８
５
名
の
卒
業
生
の
中
で
、連
絡

可
能
な
仲
間
は
４
０
０
余
名
で
す
。今
後
は
、

学
年
代
表
者
の
定
例
会
な
ど
で
、仲
間
の
絆
を

深
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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平成29年11月15日

インターネットで
松商学園高等学校校友会にアクセスできます！

◦ホームページ　　http://matsusho-k.net
◦メールアドレス　kouyukai@matsusho-h.ed.jp

旧校友会報の表紙で使われた懐かしき正門

「
校
友
」の
発
行
も
担
当
委
員

長
と
し
て
３
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
昨
年
実
感
し
た
、
各
関
係

者
の
皆
様
、
同
窓
の
方
々
の
協

力
の
あ
り
が
た
さ
を
さ
ら
に
強

く
感
じ
た
今
回
の
編
集
作
業
で

し
た
。

さ
て
、
春
、
今
年
度
総
会
の

懇
親
会
で
バ
ト
ン
部
の
す
ば
ら

し
い
演
技
を
披
露
い
た
だ
い
た

後
に
、
司
会
の
津
田 

新
村
支
部

長
が「
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ

ン
ド
で
こ
の
姿
を
見
た
い
も
の

で
す
」と
言
っ
た
事
を
全
員
で
願

い
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

夏
、
そ
れ
が
現
実
と
な
り
ま

し
た
。
感
無
量
で
す
。

ほ
か
に
も
全
国
に
母
校
の
名

を
轟
か
せ
る
う
れ
し
い
出
来
事

が
あ
り
、
自
分
は
校
友
会
員
だ

と
胸
を
張
っ
て
世
間
に
誇
れ
る

喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の

一
連
を「
校
友
」誌
面
に
も
反
映

さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

副
会
長　

田
内 

光
一

あ
と
が
き

87回生の30周年記念式典&同窓会は、 
平成30年（2018年）11月3日土曜日 
ブエナビスタ　になります。

実 行 委 員 長　古畑　明宏
副実行委員長　堀内　英喜

87回
卒業生

日　　時：�平成 30年 2月 11日（日）�
14：00 集合

場　　所：�深志神社�梅風閣�
松本市深志 3-7-43�
TEL.0263-32-6310

会　　費：￥10,000
担当幹事：75回代表　太田�章
連 絡 先：TEL.0263-34-2724（校友会事務所）

第75回卒業生
還暦記念同窓会のお知らせ

日時：�平成 30年 2月 17日（土）�
17：00 ～

場所：�ホテルモンターニュ松本�
JR松本駅アルプス口（西口）徒歩１分

実行委員長：河原　秀俊
副実行委員長：大友　伸二
副実行委員長：久保田正文

第67回卒業生
卒業50周年記念同窓会のお知らせ

氏　

名

回
卒

没
年
月
日

手
塚
　
　
弘

41

28
・
9
・
5

茂
住
　
春
人

43
Ａ
28
・
12
・
9

中
島
　
清
好

45

29
・
4
・
28

永
田
　
勝
彦

47

29
・
8
・
16

川
上
　
善
満

51

29
・
2
・
24

鶴
木
　
清
七

51

28
・
5

中
田
　
良
輔

51

29
・
2
・
14

秋
山
　
文
伴

51

28
・
7
・
19

野
村
　
效
葉

51

29
・
1

矢
崎
　
好
郎

51

29
・
1
・
24

太
田
　
　
真

51

28
・
11
・
30

浅
輪
　
周
平

54

29
・
1
・
18

青
木
　
　
稔

63

29
・
6
・
6

百
瀬
　
尊
信

65

29
・
4
・
4

中
江
　
正
夫

66

29
・
4
・
21

村
瀬
　
浩
之

78

28
・
11
・
18

物
故
者
一
覧

お
く
や
み

丸
山　

昇
益…

儀
（
84
歳
）

　

元
評
議
員

平
成
28
年
11
月
28
日 

 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

中
島　

清
好…

儀
（
87
歳
）

　

元
学
園
理
事

平
成
29
年
4
月
30
日 

 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

岩
垂　
　

潔…

儀
（
98
歳
）

　

元
松
商
学
園
高
等
学
校 

校
長

平
成
29
年
10
月
5
日 

 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

29.10.6 熊本地震義援金ゴルフチャリティコンペ

29.10.12　86回生による緞帳の贈呈式が開催されました

平成30年  松商学園高等学校校友 

ゴルフ大会のご案内
期　日：平成30年9月1日（土）
会　場：…穂高カントリークラブ……TEL.0263-82-2778
参加人数：160 名（定員になり次第締切）

86回生が卒業30周年記念事業として
高校に緞

どんちょう

帳を寄贈しました


